
         

四 

子
供
時
代 

 
 

(一) 

子
供
と
言
葉 

 

呱
呱

こ

こ

の
声
を
あ
げ
て
、
こ
の
世
に
生
を
受
け
た
新
生
児
は
す
べ 

て
が
新
し
い
門
出
で
あ
る
。
そ
し
て
乳
児
期
の
一
年
間
で
身
近
な 

人
た
ち
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
言
葉
、
赤
ち
ゃ
ん
し
ぐ
さ
を
学
び
と
る
の 

で
あ
ろ
う
。 

 

乳
幼
児
言
葉
は
、
自
身
の
口
か
ら
出
す
言
葉
、
大
人
が
言
っ
て 

聞
か
せ
る
だ
け
で
、
必
ず
乳
幼
児
の
口
か
ら
言
わ
な
く
て
も
よ
い 

      

四
つ
ん
ば
い
に
は
う
こ
と
（
ハ
イ
ハ
イ
）
立
つ
こ
と
（
タ
ッ
タ
・ 

タ
ー
チ
）
座
る
こ
と
（
ヰ
ー
チ
ャ
）
歩
く
こ
と
（
ア
ー
チ
ア
ー
チ
） 

寝
る
こ
と(

ミ
ー
ミ)

抱
く
こ
と(

ダ
ー
チ)

背
貟
う
こ
と(

チ
ャ
ッ 

チ
ャ
）
肩
車
や
馬
に
乗
る
こ
と(

カ
イ
カ
イ
）
浴
び
る
こ
と
（
ジ
ャ 

ブ
ジ
ャ
ブ
）
物
を
し
ま
う
こ
と
（
ナ
イ
ナ
イ
）
物
の
な
く
な
っ
た 

こ
と
（
パ
ア
ー
） 

 

○
そ
の
他
の
幼
児
語 

赤
ち
ゃ
ん
（
ボ
ー
ボ
）
女
の
チ
ン
チ
ン
（
ヤ
ー
ヤ
ー
）
男
の
子
の 

チ
ン
チ
ン(

チ
ン
チ
ン)

は
れ
物
や
傷
な
ど
の
痛
い
と
こ
ろ
（
カ
ー 

カ
）
熱
い
ー
（
ア
ー
チ
チ
）
乳
（
チ
ー
チ
ー
）
お
し
っ
こ
（
シ
ー 

シ
ー
）
う
ん
こ
（
ニ
ヤ
ー
ニ
ヤ
ー
）
き
た
な
い
こ
と
（
テ
ィ
ヤ
ー
） 

手
（
テ
ィ
ー
テ
ィ
ー
）
月
（
ト
ー
ト
ゥ
ハ
イ
）
雷
（
ゴ
ロ
ゴ
ロ
） 

火
（
フ
ー
フ
ー
）
船
（
プ
ー
）
着
物
（
ジ
ー
ジ
）
き
れ
い
な
着
物

（
チ
ャ
ー
ジ
ー
ジ
） 

2 

耳
言
葉
（
赤
ち
ゃ
ん
の
あ
や
し
方
と
動
作
） 

 

か
わ
い
い
子（
ハ
ナ
シ
グ
ヮ
ー
）き
れ
い
な
子(

チ
ュ
ラ
グ
ヮ
ー
） 

 

赤
ち
ゃ
ん
が
生
後
二
ヵ
月
ご
ろ
か
ら
笑
い
始
め
る
の
を
（
ワ
レ 

ハ
ジ
メ
タ
ン
）
と
い
い
、
母
親
は
抱
き
し
め
て
「
ハ
ナ
シ
グ
ヮ
ー
」 

｢

チ
ュ
ラ
グ
ヮ
ー｣

を
繰
り
返
し
な
が
ら
ほ
お
ず
り
す
る
。
ま
た
な 

だ
め
す
か
す
と
き
に
も
以
上
の
言
葉
を
唱
え
て
あ
や
す
。 

耳
言
葉
、
乳
幼
児
が
遊
ぶ
と
き
に
言
う
唱
え
言
葉
と
子
守
う
た
の 

四
種
が
あ
る
。
唱
え
言
葉
の
中
に
は
、
遊
ぶ
動
作
を
つ
け
る
も
の 

と
、
唱
え
る
だ
け
で
遊
び
に
な
る
も
の
が
あ
る
。
動
作
を
つ
け
る 

も
の
は
子
供
の
遊
び
の
項
で
述
べ
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
唱 

え
る
だ
け
で
遊
び
に
な
る
も
の
に
つ
い
て
述
べ
る
。 

1 

口
言
葉 

 

○
家
族
の
呼
び
方 

父
（
チ
ャ
ー
・
チ
ャ
ン
）
母
（
ア
ン
マ
）
兄
（
ニ
イ
ー
ニ
イ
ー
） 

姉
（
ネ
ン
ネ
）
祖
父
（
ヂ
ー
ヂ
）
祖
母
（
バ
ー
バ
） 

 

○
家
畜
に
い
う
幼
児
語
は
、
主
に
そ
の
鳴
き
声
を
ま
ね
た
声
語 

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

成
牛
（
ム
ー
ム
）
子
牛
（
メ
ー
メ
ー
）
馬
（
ヒ
ン
ヒ
ン
）
豚
（
ク 

ル
ク
ル
ま
た
は
ウ
ヮ
ー
ウ
ヮ
ー)

犬
（
ワ
ン
ワ
ン
）
山
羊

や

ぎ(

メ
ー
メ
ー) 

猫
（
ミ
ャ
ー
ミ
ャ
ー
）
鶏
（
ト
ウ
ト
ウ
ィ
）
ひ
よ
こ
（
ピ
ヨ
ピ
ヨ
） 

 

○
飲
食
物 

水
（
ブ
ー
ブ
ー
）
飯
（
メ
ー
メ
・
マ
ン
マ
）
唐
芋
（
ア
ー
ム
）
魚 

（
イ
ュ
ウ
イ
ュ
ウ
・
ウ
ー
ウ
）
砂
糖
（
タ
ー
）
野
菜
類
（
ジ
ュ
ー 

ジ
ュ
）
み
か
ん
（
ク
ー
ク
）
お
菓
子
（
ク
ワ
ー
シ
）
お
粥
（
ケ
ー 

メ
） 

 

○
幼
児
自
身
の
動
作 

       

○
イ
ン
グ 

生
後
二
か
月
ご
ろ
の
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
き
あ
げ
て
顔
を
み
つ
め
な
が 

ら
、
イ
ン
グ
、
イ
ン
グ
、
を
操
り
返
し
呼
び
か
け
る
と
、
笑
顔
で 

じ
っ
と
口
も
と
を
見
つ
め
て
い
る
が
、だ
ん
だ
ん
あ
ご
を
上
げ
て
、 

グ
ー
、
グ
ー
、
と
笑
顔
で
こ
た
え
は
じ
め
、
だ
ん
だ
ん
じ
ょ
う
ず 

に
な
る
。 

 

○
ガ
ッ
チ
ョ
ン
（
額
ど
う
し
の
ゴ
ツ
ン
） 

赤
ち
ゃ
ん
が
生
後
五
、
六
か
月
に
な
り
お
座
り
が
で
き
る
と
、
赤 

ち
ゃ
ん
の
額
に
自
分
の
額
を
軽
く
コ
ツ
ン
と
当
て
て
ガ
ッ
チ
ョ
ン 

と
唱
え
る
。 

 

○
タ
ー
チ
タ
ー
チ
・
ア
ー
チ
ア
ー
チ 

立
ち
始
め
た
ら
タ
ー
チ
タ
ー
チ
と
立
ち
方
の
練
習
を
さ
せ
、
歩
き 

始
め
た
ら
ア
ー
チ
ア
ー
チ
と
歩
く
練
習
を
さ
せ
る
。 

 

○
バ
ア
ー
バ
ア
ー 

ロ
を
あ
け
て
、
広
げ
た
手
を
あ
て
な
が
ら
、
バ
ア
ー
バ
ア
ー
と
声 

を
出
し
て
喜
ぶ
。 

 

○
カ
ン
ブ
イ
カ
ン
ブ
イ 

 

頭
を
左
右
に
ふ
る
。 

 

○
ア
ー
ヤ
ア
ヤ 

 

拍
手
・
両
手
を
た
た
く 

 

○
ニ
ン
ギ
ニ
ン
ギ 

 

に
ぎ
っ
て
開
い
て
を
く
り
か
え
す 

 

○
オ
ツ
ム
テ
ン
テ
ン 

 

頭
を
軽
く
手
で
た
た
く 
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○
チ
ュ
ー
イ
、
バ
ー 

両
手
で
顔
を
と
じ
、
手
を
は
な
す 

 
○
ウ
ラ
ン
ド
、
ウ
ラ
ン
ド 

い
な
い
い
な
い
と
、
か
く
れ
ん
ぼ 

の
ま
ね
を
す
る
。
大
人
が
両
手
で
自
分
の
顔
を
か
く
し
て
「
チ
ュ 

イ
ー
」
と
い
い
、
次
に
手
を
離
し
て
「
バ
ー
」
と
顔
を
出
す
。 

 

○
ク
イ
カ
、
ク
イ
カ 

お
も
ち
ゃ
や
花
な
ど
を
与
え
る
と
き
、
大
人
が
ク
イ
カ
、
ク
イ
カ 

と
唱
え
な
が
ら
見
せ
び
ら
か
し
、
子
供
が
手
を
出
し
た
と
き
に
わ 

た
し
て
や
る
。 

 

○
フ
ァ
ー
ト
ゥ
ヌ
ト
ゥ
ダ
ー
ン 

子
供
が
道
を
歩
い
て
い
て
倒
れ
、
泣
く
か
ま
た
は
べ
そ
を
か
く
と 

き
に
、
フ
ァ
ー
ト
ゥ
ヌ
ト
ゥ
ダ
ー
ン
（
鳥
が
飛
ん
だ
）
フ
ゥ
ド
ゥ 

イ
ヌ
ト
ゥ
ダ
ー
ン
（
大
き
な
鳥
が
飛
ん
だ
）
と
い
い
な
が
ら
子
供 

を
抱
き
お
こ
す
。
子
供
は
ほ
ん
と
う
に
鳥
が
飛
ん
だ
と
思
い
そ
の 

鳥
の
行
方
を
追
っ
て
泣
き
止
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

3 

な
ぞ
な
ぞ
（
ア
ー
シ
ム
ン
ガ
タ
イ
） 

 

な
ぞ
な
ぞ
に
は
ア
ー
シ
ム
ン
ガ
タ
イ
と
い
う
。
家
庭
内
で
は
夕 

食
を
す
ま
せ
た
後
で
、
父
ま
た
は
年
長
者
が
な
ぞ
を
か
け
、
子
供 

た
ち
が
考
え
て
筓
え
る
。
な
ぞ
な
ぞ
に
は
昔
か
ら
伝
来
の
も
の
も 

あ
れ
ば
、
即
座
に
作
っ
た
も
の
も
あ
る
。 

 

な
ぞ
の
ね
た
は
自
然
物
・
農
作
物
・
家
畜
な
ど
だ
れ
も
が
見
た 

      

（
ウ
ラ
ワ
、
ア
マ
カ
ラ
、
モ
ー
テ
ィ
、
フ
ー
、
ワ
ヌ
ハ
、
マ
ー
カ 

ラ
、
モ
ー
テ
ィ
イ
カ
ー
、
オ
ー
テ
ィ
カ
ラ
、
ハ
ナ
シ
ヤ
シ
ラ
ー
ヤ
） 

筓
―
し
ご
き
お
び 

 

○
石
の
穴
に
い
る
美
し
い
姉
さ
ん
は
だ
れ
だ
ろ
う
か
。 

（
イ
シ
ヌ
ミ
ー
ヌ
、
チ
ュ
ラ
ア
ヤ
、
ヌ
ー
ガ
）
筓
―
と
か
げ 

 

○
畑
の
巡
査
は
何
だ
ろ
う
か
。 

（
ハ
ル
ヌ 

ジ
ュ
ン
サ
、
ヌ
ー
ガ
）
筓
（
フ
キ
ま
た
は
キ
ジ
グ
シ
） 

作
物
を
植
え
て
あ
る
畑
に
入
ら
な
い
よ
う
に
と
目
じ
る
し
に
立
て 

て
あ
る
竹
ま
た
は
木
や
蘇
鉄

そ
て
つ

の
葉 

 

○
歩
い
て
も
歩
い
て
も
歩
き
つ
け
な
い
道
は
ど
ん
な
道
だ
ろ 

う
。（
ア
チ
ム 

ア
チ
ム 

ア
チ
キ
ャ
ー
ラ
ヌ
ミ
チ 

ヌ
ー
ガ
） 

筓（
ク
ル
マ
ン
ド
）昔
黒
砂
糖
作
り
の
き
び
し
ぼ
り
を
し
た
と
き
、 

牛
が
ブ
イ（
車
を
回
す
横
棒
）を
引
い
て 

ぐ
る
ぐ
る
回
っ
た
道
。 

 

○
骨
は
な
く
て
色
の
白
い
き
れ
い
な
人
は
何
だ
ろ
う
か
。 

（
フ
ニ
ハ 

ナ
ー
ヌ 

イ
ル
シ
ュ
ー
サ
ヌ 

チ
ュ
ラ
チ
ュ
ー
ヌ
ー 

ガ
）
筓
―
と
う
ふ 

 

○
長
い
畑
・
ま
る
い
畑
・
都
の
花
は
何
だ
ろ
う
か
。 

（
ナ
ガ
バ
ッ
テ
、
マ
ル
バ
ッ
テ
、
ヤ
マ
ト
ゥ
ヌ
ハ
ナ
、
ヌ
ー
ガ
） 

筓
―
海
・
空
・
お
月
様 

 

○
葉
は
使
わ
れ
て
、
幹
は
糸
に
な
る
の
は
何
だ
ろ
う
か
。 

り
聞
い
た
り
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
月
の
夜
な
ど
い
つ
も
の
遊 

 

び
場
所
（
ア
シ
ビ
ド
ー
）
で
、
な
ぞ
を
か
け
た
り
、
筓
え
た
り
し 

て
遊
ん
だ
も
の
で
あ
る
。 

 

○
赤
ふ
ろ
し
き
を
か
ぶ
っ
て
家
の
戸
口
に
立
つ
も
の
は
何
か
。 

（
ア
ア
ー
フ
ル
シ
キ
ハ
ブ
テ
ィ
、ヤ
ー
ヌ
イ
ジ
グ
チ
ニ
タ
チ
ュ
シ
、 

ヌ
ー
ガ
） 

筓
｜
鶏 

赤
ふ
ろ
し
き
は
鶏
の
と
さ
か
を
さ
す
。
放
ち
飼
い
を
し
て
い
た
こ 

ろ
の
鶏
は
よ
く
戸
口
に
立
っ
て
家
の
中
を
見
守
り
、
飼
い
主
が
え 

さ
を
く
れ
る
の
を
待
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

○
打
た
な
い
太
鼓
が
嗚
る
の
は
何
か
。 

（
ウ
タ
ヌ
チ
ヂ
ン
ヌ
、
ナ
ユ
シ
ヌ
ー
ガ
） 

筓
｜
宙 

 

○
石
の
穴
に
か
く
れ
て
い
て
人
間
の
蓄
え
た
も
の
を
食
べ
る
の 

は
何
か
。 

（
イ
シ
ヌ
ゴ
ー
ニ
、
ハ
ク
リ
ト
ゥ
テ
、
チ
ュ
ー
ヌ
、
ハ
ジ
ミ
テ
ィ 

ア
ヌ
ム
ン
、
カ
ミ
シ
、
ヌ
ー
ガ
） 

筓
―
ね
ず
み 

 

○
伏
し
て
ポ
ン
ポ
ン
、
起
き
て
一
杯
に
な
る
も
の
は
何
か
。 

（
ウ
チ
ン
チ
、
ポ
ン
ポ
ン
、
ウ
イ
テ
イ
、
チ
ュ
ハ
ラ
、
ヌ
ー
ガ
） 

筓
―
井
戸
の
つ
る
べ
（
チ
ン
チ
ョ
ヌ
、
チ
ル
ビ
ン
） 

 

○
お
ま
え
は
向
こ
う
か
ら
回
っ
て
こ
い
。
私
は
こ
こ
か
ら
回
っ 

て
行
こ
う
。
出
会
っ
て
か
ら
仲
よ
く
手
を
結
ぼ
う
。 

      

（
フ
ワ
ワ
チ
コ
ラ
テ
ィ 

ド
ゥ
テ
ィ
ワ
、
イ
チ
ュ
、
ナ
ユ
シ 

ヌ
ー 

ガ
）
筓
―
芭
蕉

ば
し
ょ
う

（
バ
シ
ャ
） 

 

○
天
は
傘
に
な
っ
て
、
下
は
ひ
げ
だ
ら
け
の
物
は
何
だ
ろ
う
。 

（
テ
イ
ン
ガ
サ
、
コ
ウ
ー
ヒ
ジ
、
ヌ
ー
ガ
）
筓
―
田
芋
ま
た
は
里

芋 

 

○
野
原
の
赤
い
卵
は
何
の
卵
だ
ろ
う
か
。 

（
ハ
ル
ヌ 

ア
ー
フ
ガ
、
ヌ
ー
ガ
）
筓
―
蘇
鉄
の
実 

 

○
畑
の
豚
の
飼
料
具
は
何
だ
ろ
う
。 

（
ハ
ル
ヌ
、
ト
オ
ー
ニ
、
ヌ
ー
ガ
）
筓
―
ね
ず
み
の
く
い
残
し
の
、 

唐
芋
や
砂
糖
き
び
。 

 

○
畑
の
赤
い
チ
ン
チ
ン
は
何
だ
ろ
う
。 

（
ハ
ッ
テ
ヌ
、
ア
ー
フ
グ
イ
、
ヌ
ー
ガ
）
筓
―
に
ん
じ
ん 

 

○
畑
の
ハ
ン
ド
ガ
メ
（
水
な
ど
入
れ
る
か
め
の
名
）
は
何
だ
ろ 

う
。 

（
ハ
ル
ヌ
、
ハ
ン
ド
ガ
ミ
、
ヌ
ー
ガ
）
筓
―
ひ
ば
り
の
巣
（
ヂ
ッ

チ
ヌ
シ
ー
） 

 

○
む
い
て
も
む
い
て
も
実
の
で
て
こ
な
い
も
の
は
何
だ
ろ
う
。 

（
ム
チ
ム
、
ム
チ
ム
、
ミ
ー
ヌ
、
イ
ジ
ラ
シ
、
ヌ
ー
ガ)

筓
―
ら
っ 

き
ょ
う
（
ダ
ッ
チ
ョ
） 

 

○
初
め
四
つ
、
次
は
二
つ
、
最
後
は
三
つ
で
歩
く
も
の
は
何
だ 
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ろ
う
。 

（
ハ
ジ
メ
ユ
ウ
チ
、
ウ
ン
カ
ラ
タ
ー
チ
、
イ
チ
バ
ン
ア
ト
ゥ
ワ
、 

ミ
ー
チ
シ
ア
チ
ュ
シ
、
ヌ
ー
ガ
）
筓
―
人
間
（
乳
児
・
大
人
・
老 

人
を
指
す
） 

 

○
野
原
の
き
れ
い
な
娘
さ
ん
は
だ
れ
だ
ろ
う
。 

（
ハ
ル
ヌ
、
チ
ュ
ラ
メ
ー
ラ
ビ
、
ヌ
ー
ガ
）
筓
―
蘇
鉄
の
実
・
ヤ 

ナ
ブ
赤
い
着
物
を
つ
け
て
き
れ
い
。 

 

○
畑
に
行
く
と
き
は
、
腹
は
す
っ
か
り
へ
こ
ん
で
、
帰
る
と
き 

に
は
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
る
も
の
は
何
だ
ろ
う
。 

（
ハ
ル
チ
、
イ
チ
ュ
ニ
ワ
、
ワ
タ
ヒ
ー
チ
カ
テ
ィ
、
ム
ド
ユ
ニ
ワ
、 

ワ
タ
ブ
タ
ナ
テ
ィ
チ
ュ
ー
シ
、
ヌ
ー
ガ
）
筓
―
草
刈
り
ぶ
く
ろ
（
ク 

サ
ハ
イ
オ
ー
ダ
）
ク
サ
ハ
イ
オ
ー
ダ
は
わ
ら
縄
や
し
ゅ
ろ
縄
で
編 

ん
で
つ
く
っ
て
あ
る
。 

 

○
天
気
の
よ
い
日
も
、
雨
の
日
風
の
日
、
年
中
傘
を
さ
し
て
い 

る
も
の
は
何
だ
ろ
う
。 

（
イ
チ
ー
ム
、
ハ
サ
サ
チ
タ
チ
ュ
シ
、
ヌ
ー
ガ
）
筓
―
田
芋
・
里 

芋
・
く
わ
ず
芋
の
葉
。 

 

○
下
に
は
き
れ
い
な
着
物
を
着
て
、
上
に
は
古
ぼ
け
た
着
物
を 

着
て
立
っ
て
い
る
も
の
は
何
だ
ろ
う
。 

（
シ
ャ
ー
ニ
ワ
、
チ
ュ
ラ
チ
バ
ラ
キ
チ
、
ウ
イ
ニ
ワ
、
ウ
ッ
サ
ギ 

      

マ
ー
ミ
） 

 

○
畑
の
包
丁
は
何
だ
ろ
う
。 

（
ハ
ッ
テ
ヌ
、
ハ
タ
ナ
、
ヌ
ー
ガ
）
筓
―
か
や
の
葉
（
ギ
ャ
ー
ヌ 

フ
ァ
） 

 

○
金
山
を
通
っ
て
、
竹
山
を
越
え
て
金
山
で
火
事
す
る
も
の
は 

何
だ
ろ
う
。 

（
ハ
ニ
ヤ
マ
、
ト
ゥ
テ
ィ
ー
、
デ
ー
ヤ
マ
、
フ
ィ
テ
ィ
、
ハ
ニ
ヤ 

マ
ニ
テ
ィ
、
ク
ワ
ー
ジ
シ
ュ
ー
シ
、
ヌ
ー
ガ
）
筓
―
き
せ
る 

 

○
あ
な
た
は
早
く
行
っ
て
道
の
掃
除
を
し
な
さ
い
。
私
は
虫
を 

食
っ
て
く
る
か
ら
、
と
い
う
の
は
何
だ
ろ
う
。 

（
ウ
ラ
ワ
、
ミ
チ
サ
ブ
レ
シ
ー
、
ヘ
ー
サ
イ
キ
、
ワ
ヌ
ワ
、
ム
シ 

ト
ゥ
テ
ィ
、
カ
デ
ィ
チ
ュ
ン
ト
ゥ
、
デ
ィ
イ
ウ
シ
、
ヌ
ー
ガ
） 

筓
―
く
し
と
す
き
ぐ
し
（
サ
バ
チ
ト
ゥ
ク
シ
） 

大
東
亜
戦
争
の
す
ぐ
後
ま
で
女
の
子
の
頭
に
は
毛
じ
ら
み
が
、
た 

く
さ
ん
卵
を
生
み
つ
け
て
い
て
、
た
え
ず
す
き
ぐ
し
で
す
い
て
し 

ら
み
を
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

○
畑
の
巡
査
は
だ
れ
だ
ろ
う
。 

（
ハ
ル
ヌ
ジ
ュ
ン
サ
、
タ
ル
ー
ン
ト
ゥ
）
筓
―
さ
る
か
き
み
か
ん 

（
サ
ラ
チ
） 

 

○
人
を
ひ
っ
か
け
る
野
原
の
き
れ
い
な
娘
は
だ
れ
だ
ろ
う
。 

チ
バ
ラ
キ
チ
、
タ
チ
ウ
ー
シ
、
ヌ
ー
ガ
）
筓
―
芭
蕉 

 

○
畑
の
洗
面
器
は
何
だ
ろ
う
。 

（
ハ
ル
ヌ
、
ビ
ン
ダ
レ
、
ヌ
ー
ガ
）
筓
―
キ
ャ
ベ
ツ
の
葉
（
タ
マ

ナ
ヌ
フ
ァ
） 

 

○
天
を
さ
し
て
い
る
の
が
二
本
、
地
面
を
さ
し
て
い
る
の
が
四 

本
、
後
ろ
に
庭
ぼ
う
き
を
ひ
っ
さ
げ
た
の
は
何
だ
ろ
う
。 

（
テ
ィ
ン
サ
シ
タ
サ
シ
、
ジ
ー
サ
シ
ユ
サ
シ
、
ウ
シ
ュ
ニ
、
ミ
ャ
ー 

ボ
ー
チ
、
フ
イ
チ
キ
ト
ゥ
シ
、
ヌ
ー
ガ
）
筓
―
牛 

 

○
立
て
ば
低
く
、
座
れ
ば
高
く
な
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
だ
ろ
う
。 

（
タ
テ
ワ
ヒ
ク
サ
、
イ
ー
ワ
タ
カ
サ
、
ナ
ユ
ヌ
ト
ゥ
ク
ル
ワ
、
ウ 

ダ
カ
ヤ
）
筓
―
家
の
天
井 

 

○
上
は
た
め
池
、
下
は
火
が
ぼ
う
ぼ
う
燃
え
て
い
る
の
は
何
だ 

ろ
う
。 

（
ウ
イ
ワ
、
タ
ミ
チ
、
シ
ャ
ー
ワ
、
マ
チ
ヌ
、
ボ
ウ
ボ
ウ
メ
ー
ト
ゥ 

シ
、
ヌ
ー
ガ
）
筓
―
ふ
ろ 

 

○
角
々
長
々
盛
り
盛
り
は
何
だ
ろ
う
。 

（
シ
カ
ク
ニ
、
ナ
ガ
ナ
ガ
、
ム
イ
ム
イ
、
ユ
タ
ユ
タ
）
筓
―
お
膳ぜ

ん

・ 
は
し
・
盛
り
あ
げ
ご
は
ん
・
お
汁
。 

 

○
畑
の
俵
は
何
だ
ろ
う
。 

（
ハ
ッ
テ
ヌ
、
ヰ
イ
チ
ド
ウ
ラ
、
ヌ
ー
ガ
）
筓
―
ら
っ
か
せ
い(

ジ
ー 

      

（
チ
ュ
ー
ヒ
ッ
ケ
ー
ユ
ヌ
、
ハ
ル
ヌ
、
チ
ュ
ラ
ア
ヤ
ハ
、
タ
ル
ン 

ト
ゥ
）
筓
―
野
い
ば
ら
（
ニ
ジ
ヌ
ハ
ナ
） 

 

○
野
原
の
ふ
た
の
な
い
か
め
は
、
何
だ
ろ
う
。 

（
ハ
ル
ヌ
、
フ
タ
ナ
シ
ガ
ミ
、
ヌ
ー
ン
ト
ゥ
）
筓
―
ひ
ば
り
の
巣 

（
ジ
ッ
チ
ヌ
シ
ー
） 

 

○
い
つ
も
同
じ
道
を
歩
い
て
い
る
の
は
何
だ
ろ
う
。 

（
イ
チ
ー
ム
、
ユ
ヌ
ミ
チ
カ
ラ
、
ア
チ
ュ
シ
、
ヌ
ン
ト
ゥ
）
筓
― 

時
計 

 

○
下
は
た
め
池
、
中
は
火
が
と
も
っ
て
、
傘
を
さ
し
て
い
る
の 

は
、
何
だ
ろ
う
。 

（
シ
ヤ
ー
ワ
、
タ
ミ
チ
、
ナ
ー
ワ
、
マ
ッ
チ
ヌ
ト
ゥ
ブ
リ
テ
ィ
、 

ウ
イ
ニ
、
ハ
サ
ハ
ブ
ト
ゥ
シ
、
ヌ
ー
ガ
）
筓
―
ラ
ン
プ 

 

○
口
か
ら
食
べ
て
、
お
な
か
か
ら
出
す
も
の
は
何
だ
ろ
う
。 

（
ク
チ
カ
ラ
カ
デ
ィ
、
ワ
タ
カ
ラ
イ
ヂ
ャ
シ
ュ
シ
ー
、
ヌ
ー
ガ
） 

筓
－
籾も

み

す
り
臼う

す

（
シ
ル
シ
） 

 

○
追
い
つ
こ
う
、
追
い
つ
こ
う
と
し
て
も
、
追
い
つ
け
な
い
も 

の
は
何
だ
ろ
う
。 

（
ウ
イ
チ
チ
ム
、
ウ
イ
チ
チ
ム
、
ウ
イ
チ
カ
ラ
シ
、
ヌ
ー
ガ
） 

筓
―
自
分
の
か
げ
（
ド
ゥ
ー
ヌ
、
ハ
ガ
） 

 

○
三
人
で
一
本
の
か
ん
ざ
し
を
さ
し
て
い
る
も
の
は
何
だ
ろ 
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う
。 

（
ミ
チ
ャ
イ
シ
、
テ
ィ
チ
ヌ
、
ト
ン
グ
シ
、
サ
チ
ウ
ー
シ
、
ヌ
ー 

ガ
）
筓
―
砂
糖
き
び
の
汁
し
ぼ
り
車
（
サ
タ
グ
ル
マ
） 

 

○
野
原
の
走
り
馬
は
だ
れ
だ
ろ
う
。 

（
ハ
ル
ヌ
ハ
イ
マ
ー
、
タ
ル
ン
ー
ト
ゥ
）
筓
―
ね
ず
み
。
野
原
で 

馬
の
よ
う
に
走
る
も
の
は
、
ね
ず
み
よ
り
ほ
か
に
な
い
。 

 

(二) 

子
供
と
遊
び 

1 

童
謡
や
呼
び
か
け
を
伴
う
遊
び 

(１) 

イ
チ
ヌ
ケ
ー
ジ
（
一
の
系
図
） 

一
ぬ
系
図
、
二
系
図
、
三
ぬ
系
図
、
四
系
図
、
し
い
く
ぬ
ま
― 

く
ぬ
、
茶
と
う
ぐ
わ
ぬ
ゆ
え
に
、
芋
ぬ
葉
む
か
あ
し
や
ぬ
葉
む
と 

う
る
混ま

じ
で
ん
で
ん
ぐ
う
る
万ま

三
代

さ
ん
で
ー

ぬ
、
し
い
。 

 

（
一
の
系
図
も
…
…
四
の
系
図
も
、
四
方
八
方
の
祖
先
の
祭
祀 

を
営
む
の
で
、
芋
の
葉
や
芭
蕉
の
新
芽
を
混
ぜ
て
精
進
料
理
の
和あ

え 

物
を
作
る
か
ら
、
子
々
孫
々
全
部
が
車
座
に
な
っ
て
座
り
、
三
万 

代
の
後
ま
で
も
祖
先
の
霊
を
弔
っ
て
く
れ
よ
。） 

 

技
法 

 

両
足
を
投
げ
出
し
て
円
陣
に
座
り
、
中
央
に
一
人
の
鬼
が
正
座 

      

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
昭
和
五
十
一
年
十
月
八
日
の
夜
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
「
ほ
ん 

 

と
に
ほ
ん
と
」
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
の
「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
」
の
や 

 

り
方
を
見
た
。
そ
れ
が
何
と
私
の
島
と
同
じ
方
法
で
あ
っ
た
。 

 

イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
の
子
ど
も
達
は
、「
す
う
ー
い
、
す
う
ー
い
」 

 

と
い
う
掛
声
を
か
け
た
が
、
島
で
は
そ
の
「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
」
の 

 

こ
と
を
「
サ
ミ
」
と
い
い
、
同
じ
く
、
親
指
、
人
さ
し
指
、
小 

 

指
の
三
種
の
ど
れ
か
を
出
し
て
相
手
方
と
勝
貟
を
決
め
る
。
掛 

 

声
は
「
し
い
ー
だ
い
よ
」
と
、
さ
け
び
つ
つ
左
手
の
指
を
折
り 

 

ま
げ
な
が
ら
勘
定
し
て
い
く
。
勝
貟
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
の
国
と 

 

同
じ
で
あ
る
。 

 
 

こ
の
「
サ
ミ
」
は
何
か
の
競
技
を
す
る
場
合
に
先
行
、
後
行 

 

を
決
め
る
時
に
も
行
わ
れ
る
が
、「
サ
ミ
」
の
団
体
勝
貟
を
す 

 

る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
二
列
横
隊
に
同
じ
人
数
が
向
い 

 

合
っ
て
、
共
に
隊
長
を
選
び
、
そ
の
隊
長
の
指
図
で
後
手
ま
わ 

 

し
で
相
手
方
に
感
ず
か
れ
な
い
よ
う
に
よ
く
吟
味
し
て
か
ら 

 

「
し
い
ー
だ
い
よ
」
と
出
し
、
も
し
両
方
と
も
同
じ
指
で
あ
っ 

 

た
ら
「
ワ
イ
又
は
ナ
ン
ド
シ
ー
」
と
し
て
、
又
や
り
直
す
。
そ 

 

し
て
勝
数
の
多
い
方
は
、貟
け
た
方
の
手
の
甲
を「
パ
ッ
シ
イ
、 

 

パ
ッ
シ
イ
」
と
た
た
く
。
こ
の
勝
貟
を
繰
り
か
え
し
て
競
技
す 

し
て
、
右
人
指
し
指
で
右
の
文
句
を
唱
え
つ
つ
各
足
を
点
呼
し
て 

行
き
、
最
後
の
「
し
い
」
に
当
た
っ
た
人
は
片
足
を
引
っ
込
め
る
。 

こ
れ
を
繰
り
返
し
て
最
初
に
両
足
と
も
引
っ
込
め
た
人
が
鬼
に
代 

わ
る
。 

 

(２) 

イ
チ
マ
シ 

 

い
ち
ま
し
、
な
ま
し
、
く
み
や
が
ぬ
み
な
と
、
八
重
ざ
く
ら
、 

あ
ま
な
ぎ
、
く
ま
な
ぎ
、
鉄
砲
玉
、
十
四
が
、
し
い
。 

 

技
法 

 

両
手
を
握
り
し
め
、
一
人
が
右
の
歌
に
ふ
し
を
つ
け
て
唱
え
な 

が
ら
数
え
、
十
四
が
し
い
に
当
た
っ
た
人
が
手
を
引
っ
込
め
る
。 

早
く
両
手
と
も
引
っ
込
め
た
人
が
勝
ち
に
な
る
。 

 

(３) 

サ
ー
ミ
（
じ
ゃ
ん
け
ん
） 

 

一
対
一
の
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で
争
う
ジ
ャ
ン
ケ
ン
の
一
種 

で
、
右
手
の
人
指
し
指
、
親
指
、
小
指
を
同
時
に
出
し
合
っ
て
勝 

貟
を
決
め
る
が
、
勝
っ
た
と
き
は
「
し
い
だ
い
よ
」
と
叫
び
つ
つ 

左
手
の
指
を
折
っ
て
勝
ち
数
を
勘
定
し
て
行
く
。
両
方
と
も
ア
イ 

コ
の
と
き
は
「
ワ
イ
」
と
い
っ
て
や
り
直
す
。
親
指
と
人
指
し
指 

は
親
指
の
勝
ち
、
人
指
し
指
と
小
指
は
、
人
指
し
指
の
勝
ち
、
親 

指
と
小
指
は
小
指
の
勝
ち
と
な
っ
て
い
る
。 

 

西
村
サ
キ
氏
は
サ
ー
ミ
に
つ
い
て
そ
の
著
「
沖
永
良
部
島
」
で 

       

る
。
こ
の
「
サ
ミ
」
で
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
よ
く
遊
ん
だ
も
の 

 

で
あ
る
。 

 
 

こ
の
三
種
の
指
が
そ
れ
ぞ
れ
に
何
の
意
味
を
な
し
て
い
る
か 

 

全
く
知
ら
な
か
っ
た
が
、
あ
の
番
組
で
は
じ
め
て
知
っ
た
。 

 
 

こ
の
三
種
の
指
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
あ
い
の
も
の
で
、
ア 

 

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
説
明
に
よ
る
と
、 

 
 

象
で
あ
る
親
指
は
、
人
間
で
あ
る
人
さ
し
指
に
勝
ち
、
人
間 

 

で
あ
る
人
さ
し
指
は
、
蟻
で
あ
る
小
指
に
勝
ち
、
蟻
で
あ
る
小 

 

指
は
、
象
に
勝
つ
と
の
き
ま
り
で
あ
る
。 

 
 

こ
の
よ
う
な
遊
び
な
ど
も
何
か
共
通
の
も
の
が
あ
り
、
文
化 

 

交
流
が
あ
る
時
代
に
、
黒
潮
に
乗
っ
て
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
。」 

 

(４) 

ガ
ラ
シ
ヌ
ク
ワ
（
烏

か
ら
す

の
子
） 

 

南
（
へ
）
ち
行
こ
う
か
、
北
（
ニ
シ
）
ち
行
こ
う
か
、
一い

い

ち
後あ

と 

ぬ
、
ち
ゅ
ら
子ぐ

わ

、
と
っ
て
ゐ
ー
り
。 

 

（
南
に
行
こ
う
か
、
北
に
行
こ
う
か
、
い
ち
ば
ん
し
ん
が
り
の 

美
し
い
子
を
取
り
な
さ
い
。
あ
な
た
に
あ
げ
ま
し
よ
う
。） 

 

技
法 

 

団
体
遊
戯
で
、
二
組
で
向
か
い
合
っ
て
一
列
縦
隊
に
並
び
、
前 

の
人
の
帯
を
両
手
で
に
ぎ
っ
て
連
な
り
、
互
い
に
先
頭
同
士
が
向 

き
合
っ
て
、
右
の
歌
を
唱
え
終
わ
る
と
同
時
に
敏

捷

び
ん
し
ょ
う

に
相
手
の 
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列
の
最
後
尾
め
が
け
て
殺
到
し
、
帯
を
離
さ
ず
に
相
手
の
し
ん
が 

り
の
者
を
捕
ら
え
た
方
が
勝
ち
。 

 

(５) 
ク
ン
ト
ヌ
ジ
ョ
（
く
ぐ
り
門
） 

 

く
ん
と
ぬ
じ
ょ
か
ら
、
め
ん
ち
き
し
ょ
う
り
。 

 

（冠
木

か
ぶ
き

門
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
） 

 

技
法 

 

互
い
に
向
き
合
っ
て
二
列
横
隊
と
な
り
、
隣
同
士
と
手
を
握
り 

合
う
。
先
頭
の
二
人
か
ら
同
時
に
左
手
を
放
し
て
自
分
の
右
手
の 

輪
の
下
を
潜く

ぐ

り
抜
け
て
列
の
後
尾
に
駆
け
つ
け
、
ま
た
両
手
を
握 

り
合
っ
て
並
ぶ
。
こ
の
よ
う
に
し
て
早
く
潜
り
抜
け
た
組
が
勝
。 

 

(６) 

ヨ
イ
サ
ー
ク
ミ
ャ
ガ
リ 

 

二
人
ず
つ
向
き
合
い
両
手
を
つ
な
い
で
た
く
さ
ん
並
び
、
一
人 

が
そ
の
上
を
「
ヨ
イ
サ
ー
ク
ミ
ャ
ガ
リ
」
と
い
う
掛
け
声
と
と
も 

に
、
持
ち
上
げ
ら
れ
て
次
々
と
渡
っ
て
行
く
。
自
分
の
手
の
上
を 

渡
っ
て
し
ま
う
と
、
ま
た
列
の
端
へ
駆
け
つ
け
て
向
か
い
同
士
手 

を
組
み
合
い
、
渡
っ
て
来
る
人
を
待
つ
。
は
や
く
渡
り
終
わ
っ
た 

組
が
勝
ち
。 

 

(７) 

ハ
ク
リ
シ
ョ
ー
（
か
く
れ
ん
ぼ
） 

 

ジ
ャ
ン
ケ
ン
（
サ
ー
ミ
）
を
し
て
負
け
た
人
が
鬼
に
な
り
皆
思 

い
思
い
の
と
こ
ろ
に
か
く
れ
、
「
チ
ュ
イ
」
と
い
う
合
図
を
し
た 

      

ま
ー
に
か
つ
ー
ぼ
ん
だ
。
つ
ぼ
ん
だ
つ
ぼ
ん
だ
、
何
の
花
が
つ
ぼ 

ん
だ
。
れ
ん
げ
の
花
が
つ
ぼ
ん
だ
。
つ
ぼ
ん
だ
と
思
え
ば
い
つ
の 

ま
に
か
開
い
た
。 

手
を
つ
な
い
で
円
陣
を
つ
く
り
、
歌
詞
に
し
た
が
っ
て
円
を
大 

き
く
開
い
た
り
、
小
さ
く
つ
ぼ
め
た
り
し
て
遊
ぶ
。 

(１０) 

ヒ
ナ
ゴ
ア
シ
ビ
（
屁へ

の
占
い
あ
そ
び
） 

円
を
作
っ
て
並
び
、
一
人
が
円
の
中
で
「
ひ
な
ご
、
ひ
な
ご
、 

た
ー
が
、
ひ
わ
ひ
っ
た
か
、
ひ
い
た
人
は
、
み
し
た
ち
み
し
け
。」 

と
唱
え
な
が
ら
数
え
、
み
し
け
の
け
に
当
た
っ
た
人
が
、
お
な
ら 

を
出
し
た
こ
と
に
な
る
遊
び
。（
ひ
と
は
お
な
ら
の
意
） 

(１１) 

カ
ラ
イ
ム
ニ
ー
タ
（
唐
芋
煮
え
た
） 

（
唐
芋
煮
い
た
。
芋ウ

ム

し
る
、
し
ゃ
ー
り
。） 

（
唐
芋
つ
ま
り
甘
藷

か
ん
し
ょ

が
煮
え
た
か
ら
、
芋
の
汁
を
切
っ
て
く
だ 

さ
い
） 

二
組
に
分
か
れ
て
交
互
に
鬼
に
な
る
が
、
一
方
は
大
人
の
着
物 

の
下
に
味
方
の
数
人
を
覆
い
隠
し
、
準
備
が
で
き
た
ら
右
の
歌
を 

歌
い
、
相
手
方
に
着
物
の
下
に
隠
れ
て
い
る
子
供
の
人
数
を
言
い 

当
て
さ
せ
る
遊
び
。 

(１２) 

ハ
ジ
ギ
ヌ
ミ
ー
（
木
の
上
で
の
鬼
ご
っ
こ
） 

「
は
じ
ぎ
ぬ
み
ー
ぬ
、
鬼
と
ら
が
七ナ

ナ

ち
八ヤ

ー

ち
ち
ぬ
み
い
て
、
う 

と
き
、
目
を
つ
ぶ
っ
て
い
た
鬼
は
目
を
あ
け
て
捜
し
始
め
る
。 

 

（チ
ュ
イ
）と
は
か
く
れ
終
わ
っ
た
と
い
う
合
図
で
あ
る
。 

 

(８) 

円
の
中
の
坊
々
さ
ん 

 

円
の
中
の
坊
々
さ
ん
、
何
で
そ
ん
な
に
泣
い
て
い
る
。
親
の
耳 

を
食
っ
て
、
立
っ
て
見
よ
。
座
っ
て
見
よ
。
お
前
の
後
ろ
は
だ
れ 

さ
ん
か
。 

 

円
の
中
央
に
坊
さ
ん
（
鬼
）
が
両
手
で
顔
を
覆
っ
て
座
る
。
外 

の
者
は
手
を
つ
な
い
で
円
を
つ
く
り
、
そ
の
ま
わ
り
を
右
の
歌
を 

歌
い
な
が
ら
回
る
。 

（
あ
な
た
の
後
ろ
は
だ
れ
さ
ん
か
）
と
い
う
と
こ
ろ
で
つ
な
い
だ 

手
を
と
い
て
止
ま
る
。
そ
の
と
き
坊
さ
ん
（
鬼
）
は
目
を
あ
け
て 

立
ち
あ
が
り
、
次
の
歌
を
歌
い
な
が
ら
一
人
一
人
数
え
て
最
後
に 

当
た
っ
た
人
が
坊
さ
ん
に
な
り
、
前
の
こ
と
を
繰
り
返
し
な
が
ら 

遊
ぶ
。 

 

坊
さ
ん
が
人
を
数
え
る
と
き
に
歌
う
歌 

 

「
一
人
二
人
三
名
の
子
、
よ
っ
て
た
か
っ
て
、
か
す
づ
か
み
、 

後
は
だ
れ
が
さ
さ
え
る
か
、
あ
の
人
さ
ん
、
こ
の
人
さ
ん
」 

(９) 
ひ
ー
ら
い
た 

 

ひ
ー
ら
い
た
、
ひ
ー
ら
い
た
。
何
の
花
が
ひ
ー
ら
い
た
。
れ
ん 

げ
の
花
が
ひ
ー
ら
い
た
。
ひ
ー
ら
い
た
と
お
も
え
ば
、
い
ー
つ
の 

      

ん
が
、
う
と
ぅ
ぬ
、
た
き
が
、
あ
ぶ
ら
く
ー
で
、
キ
ー
キ
ー
。」 

（
は
じ
木
の
し
げ
み
の
中
で
、
鬼
た
ち
が
七
本
八
本
角
が
生
え 

て
、
そ
の
妹
の
「
た
き
」
が
油
食
っ
て
キ
ー
キ
ー
） 

 

木
に
登
っ
て
い
て
の
鬼
ご
っ
こ
で
、
右
の
歌
を
歌
っ
て
鬼
を
か 

ら
か
い
な
が
ら
、屋
敷
の
防
風
林
の
枝
か
ら
枝
へ
と
逃
げ
ま
わ
る
。 

「
は
じ
き
」
は 

和
名
（
は
ま
ご
う
）
の
木 

 

(１３) 

ヤ
マ
ト
ぬ
、
ヂ
ャ
ー
ヂ
ャ
（
大
和
の
爺
々

ぢ
い
ぢ
い

） 

 

夏
野
菜
な
ど
に
つ
く
羽
虫
で
、
羽
根
の
色
が
赤
・
黄
・
緑
・
紫 

な
ど
に
美
し
く
輝
く
も
の
を
、
ぬ
き
足
さ
し
足
で
捕
ら
え
、「
大 

和
ぬ
爺
々
、
ワ
（
私
）
め
、
菓
子
と
雪
駄
サ
バ
（
草
履
）、
ユ
ビ 

ガ
ニ
（
指
輪
）
買
っ
て
き
ち
た
ぼ
り
」
と
、
願
望
を
こ
め
た
文
句 

を
唱
え
つ
つ
放
ち
飛
ば
し
、
だ
れ
の
虫
が
高
く
遠
く
飛
ん
だ
か
を 

競
う
。 

 

(１４) 

カ
ン
ク
マ
ン
チ
（
蛍
招
き
） 

 

（
か
ん
こ
、
か
ん
こ
、
わ
や
ぬ
じ
ょ
う
ち
、
め
ん
し
ょ
り
。
あ 

さ
ば
に
、
ゆ
う
ば
に
し
い
て
、
待
っ
ち
ょ
い
、
待
っ
ち
ょ
い
。） 

 

梅
雨
あ
が
り
の
夕
や
み
を
点
々
と
、
ぬ
い
連
ね
て
飛
び
交
う
蛍 

を
、
門
前
に
出
て
竹
の
小
枝
な
ど
で
さ
し
招
く
歌
。 

 

蛍
よ
蛍
よ
、
私
の
門
前
に
き
て
く
れ
よ
。
朝
飯
、
夕
飯
盛
り
並 

べ
て
、
朝
か
ら
待
ち
う
け
て
い
る
か
ら
、
今
夜
は
き
て
く
れ
よ
。 
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(１５) 

イ
シ
ャ
ト
ゥ
ア
シ
ビ
（
か
ま
き
り
遊
び
） 

「
い
し
ゃ
と
、
し
ゃ
ー
と
ぅ
、
ま
ー
い
し
ゃ
と
、
豆
ぬ
な
ら
ば 

ど
、
か
ま
し
ゆ
ん
ど
。」 

 

か
ま
き
り
を
捕
ら
え
て
、
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
小
技
で
遊
ば
せ
な
が 

ら
歌
う
歌
で
あ
る
。 

 

「
か
ま
き
り
よ
、
か
ま
き
り
よ
、
か
ま
を
ふ
り
ふ
り
小
枝
で
遊 

べ
よ
。
や
が
て
秋
風
が
吹
き
初
め
て
豆
が
新
し
く
取
れ
た
と
き
、 

う
ん
と
食
べ
さ
せ
て
や
る
よ
。
そ
れ
ま
で
は
、
か
ま
を
ふ
り
ふ
り 

待
っ
て
く
れ
よ
。」 

 

(１６) 

ア
ン
グ
ワ
（
芋
虫
） 

 

「
土
の
中
で
唐
芋
の
皮
を
む
し
り
食
べ
る
虫
」
色
は
白
く
ぶ
よ 

ぶ
よ
に
太
っ
て
、
は
だ
は
軟
ら
か
、
指
で
つ
ま
み
と
れ
ば
首
を
し 

き
り
に
振
り
ま
わ
す
。 

 

（
あ
ん
ぐ
わ
、
あ
ん
ぐ
わ
、
唐
（
支
那
）
う
だ
ん
と
、
大
和

や
ま
と

（
本 

土
）
う
だ
ん
と
）
と
称と

な

え
る
。
あ
ん
ぐ
わ
＝
花
嫁
の
意
） 

 

あ
ん
ぐ
わ
が
色
白
で
、
は
だ
ざ
わ
り
も
軟
ら
か
く
、
ぶ
よ
ぶ
よ 

太
っ
て
い
る
が
、
い
か
に
も
鈍
感
ら
し
く
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、 

か
ら
か
っ
て
の
質
問
と
思
わ
れ
る
。 

 

(１７) 

タ
ー
ク
ナ
ジ
ャ
（
と
か
げ
） 

 

「
い
し
ぬ
穴み

い

ぬ
、
た
ー
く
な
じ
ゃ
、
う
だ
ち
め
ん
が
、
た
ー
く 

       

(２０) 

ヨ
ー
ム
ヌ
カ
ン
カ
ン 

「
よ
ー
む
ぬ
、
か
ん
か
ん
、
高
木
ち
登
（
ヌ
）
っ
た
い
、
低
木 

ち
ぬ
っ
た
い
、
き
ー
し
く
、
か
ー
し
く
。」 

 

よ
ー
む（
知
名
町
の
屋
子
母
）、か
ん（
人
名
で
木
登
り
の
名
人
）、 

高
い
木
と
い
わ
ず
、
低
い
木
と
い
わ
ず
、
ま
っ
た
く
枝
か
ら
枝
へ 

と
飛
び
ま
わ
る
軽
快
な
姿
の
表
現
。 

(２１) 

ト
ー
ト
ゥ
フ
ァ
イ 

（
童
祝
詞
―
童

わ
ら
び

イ
グ
ト
） 

（
ト
ウ
ト
ゥ
フ
ァ
イ
（
お
月
様
）、
わ
ぬ
、
ふ
で
ぃ
ら
ち
た
ぼ
ー 

り
。） 

 

お
月
様
に
両
手
を
合
わ
せ
て
、
自
己
の
生
育
を
祈
る
言
葉
。 

 

(２２) 

牛
の
ケ
ー
ベ
ナ
リ 

 

「
牛
ぬ
ケ
ー
ベ
（
ほ
ど
に
）
な
り
、
天
空
（
テ
ン
ト
）
ぬ
ケ
ー 

べ
（
ほ
ど
に
）
な
り
。」 
 
 
 

青
み
か
ん
、
九
年

く
ね
ん

母ぼ

、
も
も
、
ば
ん
じ
ろ
な
ど
を
ち
ぎ
る
と
き 

の
願
望
。 

 

(２３) 

ウ
ニ
ヌ
、
フ
ゥ
イ
ュ
ウ
、
ク
ゥ
テ
ィ
ハ
ン
マ
ー 

 

（
フ
ゥ
イ
ュ
ウ
―
大
魚
） 

 

「
墓
や
お
そ
れ
ら
れ
て
い
る
所
を
指
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う 

習
慣
が
あ
る
の
に
、
無
意
識
に
墓
を
さ
し
て
示
し
た
と
き
に
、
罪 

な
じ
ゃ
、
上
城
（
ニ
シ
ミ
）
ぬ
島
ち
、
嫁
（
ト
ゥ
ジ
）
む
れ
が
。」 

 

と
か
げ
は
そ
の
色
彩
が
美
し
い
の
で
、
男
性
の
盛
装
に
見
立
て 

て
の
歌
。
ニ
シ
ミ
は
島
内
随
一
の
美
人
の
多
い
所
と
い
う
。’
石
垣 

の
穴
住
ま
い
の
と
か
げ
よ
、
今
日
は
着
飾
っ
て
ど
こ
に
出
か
け
る 

の
か
、き
っ
と
ニ
シ
ミ
の
郷
に
美
し
い
嫁
探
し
に
行
く
の
だ
ろ
う
。 

 

(１８) 

ク
ッ
カ
ル
（
深
山

み
や
ま

し
ょ
う
び
ん
） 

 

「
く
っ
か
る
か
ー
る
。
ち
ゅ
ら
さ
わ
あ
ー
し
が
、
う
と
げ
ぬ
長 

さ
ぬ
、
ユ
イ
ユ
イ
。」 

 

深
山

み
や
ま

し
ょ
う
び
ん
は
梅
雨
前
に
、
南
国
か
ら
渡
っ
て
き
て
梅
雨 

を
呼
び
よ
せ
る
よ
う
に
朝
夕
嗚
く
の
で
、
そ
れ
を
聞
き
な
が
ら
、 

子
供
た
ち
は
右
の
歌
を
歌
う
。
は
な
や
か
な
紅
色
の
口
ば
し
、
濃 

い
赤
色
の
つ
や
つ
や
し
た
羽
、
目
の
ま
わ
り
に
ル
リ
色
の
よ
う
な 

飾
り
、
と
て
も
美
し
い
が
、
玉
に
き
ず
は
、
オ
ト
ガ
イ
の
長
い
こ 

と
だ
よ
。
と
小
鳥
の
代
わ
り
に
な
げ
い
て
い
る
歌
。 

(１９) 

ア
ガ
リ
ヌ
、
チ
ャ
ム
ド
イ
（
東
の
ち
ゃ
ぼ
） 

「
ア
ガ
リ
ヌ
、
ち
ゃ
む
ど
い
ぬ
、
羽
根

は

に

打
ち
く
く
て
ん
、
く
く 

て
ん
。」 

 

束
隣
の
家
の
観
賞
用
の
チ
ャ
ボ
の
か
わ
い
ら
し
い
羽
ば
た
き 

と
、
そ
の
す
み
き
っ
た
鳴
き
声
を
表
現
し
、
ち
ゃ
ぼ
に
よ
び
か
け 

た
歌
。 

      

ほ
ろ
ぼ
し
に
、
そ
の
指
を
上
下
の
前
歯
で
か
ん
で
唱
え
る
。
海
の 

大
魚
も
は
ん
ま
（
飯
米
）
す
な
わ
ち
ご
は
ん
も
お
供
え
し
ま
す
か 

ら
、
不
敬
を
許
し
て
く
れ
。 

 

(２４) 

チ
ー
ク
レ
バ
（
乳
歯
）
の
ぬ
け
た
と
き 

 

「
ゆ
む
ぬ
（
ね
ず
み
）
ぬ
歯
と
、
わ
ー
歯
と
、
ミ
ー
ベ
ー
ク
（
生 

え
く
ら
べ
）」 

 

右
の
言
葉
を
唱
え
な
が
ら
、
上
あ
ご
歯
は
床
下
に
投
げ
込
み
、 

下
あ
ご
歯
は
展
根
上
に
投
げ
る
。 

 

(２５) 

ア
ミ
ワ
、
フ
ン
ナ 

 

雨
天
が
続
い
て
、
う
っ
と
う
し
く
、
外
に
出
て
遊
び
た
い
願
い 

で
、
天
気
に
な
っ
て
欲
し
い
と
き
、 

「
雨
は
降
ん
な
、
降
ん
な
、
テ
ィ
ダ
（
太
陽
）
は
照
り
照
り

テ
イ 

 

テ
イ 

 

」 

 

(２６) 

グ
ブ
グ
ブ 

チ
ョ
ウ
チ
ン
ナ
ン
ナ 

 

「
グ
ブ
（
瘤
）
グ
ブ
、
チ
ョ
ー
チ
ン
ナ
ン
ナ
、
フ
デ
ル
ク
ナ
ー 

ン
ナ
、
ヒ
ャ
ー
サ 

ナ
テ
ィ
タ
ボ
ー
リ
。」 

 

何
か
に
ぶ
つ
か
っ
て
、
頭
や
額
な
ど
を
打
ち
つ
け
瘤こ

ぶ

が
出
た
り 

し
た
と
き
、
そ
こ
を
平
手
で
な
で
、
こ
す
り
な
が
ら
唱
え
る
と
き 

の
言
葉
。 

 

(２７) 

ナ
マ
、
ナ
チ
ュ
タ
ヌ
、
チ
ュ
ウ
ヌ
、
ミ
ー 

 

「
な
ま
（
い
ま
）
泣
ち
ゅ
た
ぬ
、
ち
ゆ
（
人
）
ぬ
目
は
、
た
ー 
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み
ー
（
目
）
が
、
で
ー
く
に
ば
っ
て
ぬ
、
ち
っ
ぱ
が
み
。」 

（
ど
う
い
う
と
き
に
唱
え
る
か
意
不
詳
） 

 

2 

植
物
を
使
う
遊
び 

 

 

(１) 

デ
ー
（
竹
）
を
使
う
遊
び 

 
 

① 

ハ
ニ
タ
イ
キ
ュ
ウ 

 

竹
の
枝
を
二
十
本
ぐ
ら
い
集
め
て
十
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど 

に
切
り
そ
ろ
え
る
。
左
手
で
こ
れ
を
立
て
て
持
ち
、
右
手
に
一
本 

を
持
っ
て
左
手
の
一
本
を
お
さ
え
、
左
手
を
開
く
と
他
の
も
の
が 

散
ら
ば
る
。
そ
の
中
か
ら
他
の
も
の
を
動
か
さ
な
い
よ
う
に
、
右 

手
の
一
本
で
は
ね
あ
げ
て
取
っ
て
い
く
遊
び
。 

 
 

② 

シ
ル
ハ
ニ
（
水
鉄
砲
） 

 

節
の
長
い
竹
を
一
方
に
節
を
つ
け
て
切
り
と
り
、
節
の
方
の
中 

央
に
小
さ
い
穴
を
あ
け
、あ
い
て
い
る
方
に
細
い
竹
を
さ
し
込
み
、 

先
端
に
布
切
れ
を
巻
き
つ
け
、
そ
れ
を
前
の
竹
の
中
に
入
れ
、
水 

の
中
で
布
切
れ
に
水
を
十
分
吸
わ
せ
て
か
ら
小
穴
の
あ
い
て
い
る 

方
に
向
け
強
く
押
し
て
、
水
を
は
ね
飛
ば
し
て
遊
ぶ
。 

 
 

③ 

ヒ
ヤ
ー
ラ
ー
（
紙
鉄
砲
） 

 

水
鉄
砲
ぐ
ら
い
の
長
さ
の
竹
の
両
方
あ
け
た
も
の
に
、
同
じ
太 

さ
の
竹
に
細
い
竹
を
さ
し
込
み
、両
方
あ
い
た
方
に
さ
ん
ご
樹（
イ 

                          

ニ
シ
木
）
の
実
を
つ
め
て
そ
れ
を
弾
に
し
て
、
遠
く
に
飛
ば
し
て 

遊
ぶ
。
さ
ん
ご
樹
の
実
の
な
い
と
き
は
、
紙
を
か
ん
だ
り
、
手
で 

ま
る
め
て
か
ら
使
う
。 

 
 

④ 

ア
サ
ト
ゥ
イ
（
蟬せ

み

と
り
） 

 

一
本
の
竹
の
先
を
丸
く
ま
げ
輪
に
し
て
、
そ
の
つ
け
根
を
糸
で 

結
び
、
そ
れ
に
く
も
の
巣
を
ま
ん
べ
ん
な
く
か
ら
ま
せ
、
そ
れ
で 

木
に
止
ま
っ
て
い
る
蟬
を
押
さ
え
て
捕
る
。 

 
 

⑤ 

デ
ー
ヒ
ュ
ウ
ヒ
ュ
ウ
（
竹
笛
） 

 

竹
で
笛
を
作
っ
て
、
吹
き
鳴
ら
し
て
楽
し
む
。 

 
 

⑥ 

ワ
ー
モ
ー
シ
（
輪
回
し
）（
図
3
） 

 

五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
竹
の
一
方
を
十
五
セ
ン
チ 

メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
割
り
、
そ
れ
に
小
竹
を
は
さ
ん
で
輪
回
し
グ
シ 

を
つ
く
り
、
そ
れ
で
輪
を
回
し
て
遊
ぶ
。 

 
 

⑦ 

竹
と
ん
ぼ 

 

大
き
な
竹
を
割
り
、
長
さ
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
～
一
・ 

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
プ
ロ
ペ
ラ
状
の
も
の
を
つ
く
る
。
そ
の
真 

ん
中
に
き
り
で
穴
を
あ
け
、
軸
を
つ
け
て
ト
ン
ボ
状
に
す
る
。
両 

て
の
ひ
ら
の
間
に
そ
の
軸
を
は
さ
ん
で
回
し
て
飛
ば
す
。 

 
 

⑧ 
ブ
ン
ブ
ン
（
図
4
） 

 

竹
と
ん
ぼ
の
羽
根
の
よ
う
に
薄
板
の
中
央
に
穴
を
二
つ
あ
け
、 
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こ
れ
に
通
し
た
糸
を
よ
じ
ら
せ
た
後
、
強
く
引
っ
ぱ
る
と
、
羽
根 

が
ブ
ン
ブ
ン
音
を
出
し
て
回
る
。 

 
 

⑨ 
ア
シ
ガ
ル
（
竹
馬
）（
図
5
） 

 

六
尺
ほ
ど
の
竹
棒
に
、
小
竹
を
結
び
つ
け
て
足
場
を
つ
く
り
、 

右
、
左
の
足
を
の
せ
て
歩
く
男
の
子
の
遊
び
。 

 
 

⑩ 

フ
ァ
ー
ト
カ
グ
（
鳥
か
ご
）（
図
6
） 

 

竹
を
細
く
削
っ
て
、
か
ご
を
作
り
そ
れ
に
小
鳥
を
飼
育
す
る
。 

飼
い
か
ご
の
上
に
二
段
か
ご
。
小
鳥
を
捕
ま
え
る
お
と
し
の
つ
い 

た
か
ご
を
重
ね
、
飼
い
か
ご
で
飛
回
っ
て
遊
ん
で
い
る
小
鳥
を
、 

お
と
り
に
し
て
、
新
鳥
を
お
び
き
よ
せ
て
捕
ま
え
る
か
ご
。 

 
 

⑪ 

ブ
ブ
ン
ダ
ー
ク
（
た
こ
）（
図
７
） 

 

正
方
形
の
紙
の
裏
面
に
、
薄
く
そ
い
だ
竹
を
十
文
字
に
の
り
で 

は
り
つ
け
、
長
い
尾
と
、
両
側
の
竹
の
延
長
に
耳
を
つ
け
十
文
字 

の
と
こ
ろ
に
糸
を
つ
け
、
空
高
く
あ
げ
て
喜
ん
だ
。 

 
 

⑫ 

弓
と
矢 

 

弾
力
の
あ
る
竹
を
曲
げ
、
そ
の
両
端
を
紐ひ

も

で
結
ん
で
弓
を
つ
く 

り
、
矢
を
飛
ば
し
て
遊
ぶ
。 

 
 

⑬ 

デ
ー
マ
ァ
ー
ア
シ
ビ
（
竹
馬
遊
び
）（
図
8
） 

 

男
の
子
が
六
尺
ほ
ど
の
竹
棒
に
ま
た
が
り
「
ハ
イ
ド
ー
ド
ー
」 

「
ハ
イ
ド
ー
ド
ー
」
と
い
い
な
が
ら
、
走
っ
て
喜
ん
だ
遊
び
。 

      

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
ス
ー
糸
で
結
ん
で
作
る
。 

 

遊
び
方
は
、
糸
の
上
に
独
楽
を
の
せ
、
両
手
で
回
し
て
か
ら
、 

高
く
あ
げ
て
受
け
止
め
、
ま
た
あ
げ
て
受
け
止
め
て
遊
ぶ
。 

 
 

④ 

ヒ
ニ
（
舟
） 

 

板
ぎ
れ
で
舟
形
を
作
り
、
そ
の
上
に
板
で
船
長
部
屋
、
煙
突
な 

ど
作
り
、
木
の
葉
を
帄
に
仕
立
て
て
池
に
浮
か
べ
、
風
の
力
で
池 

の
面
を
走
ら
せ
た
。 

 
 

⑤ 

ハ
ジ
ギ
ヌ
、
ハ
タ
ナ
（
は
ま
ぼ
う
の
剣
） 

 

は
ま
ぼ
う
の
長
く
出
た
太
め
の
若
枝
を
取
り
、
皮
を
す
る
っ
と 

は
ぐ
と
、
白
い
木
質
が
で
る
。
そ
れ
を
剣
と
し
、
は
い
だ
皮
を
さ 

や
に
し
、
剣
を
さ
や
に
納
め
て
、
相
手
と
向
か
い
合
い
勝
貟
を
す 

る
。
は
ま
ぼ
う
は
弾
力
が
あ
っ
て
し
な
や
か
な
の
で
、
相
手
に
け 

が
を
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
。 

 

(３) 

蘇
鉄

そ
て
つ

を
使
う
も
の 

 
 

① 

蘇
鉄
葉
の
首
飾
り
（
図
12
首
飾
り
の
基
礎
作
り
） 

 

蘇
鉄
の
葉
の
葉
針
を
一
つ
ず
つ
は
ず
し
、
先
端
の
針
を
付
け
根 

の
葉
肉
に
刺
し
て
輪
を
作
り
、
そ
れ
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て
首
飾
り 

に
す
る
。 

 
 

② 

蘇
鉄
の
葉
の
眼
鏡
（
図
13
） 

 

蘇
鉄
の
葉
の
首
飾
り
の
輪
二
つ
を
、
小
さ
な
輪
で
結
び
、
眼
鏡 

(２) 

ヒ
ー
（
木
）
を
使
う
も
の 

 
 

① 

ギ
チ
ョ
ウ
（
図
9
） 

 

一
本
の
丸
木
の
端
を
斜
め
に
切
り
、
も
う
一
本
の
丸
太
を
手
に 

持
っ
て
、
斜
め
に
な
っ
て
い
る
方
を
上
か
ら
強
く
打
つ
と
飛
び
上 

が
る
。
そ
れ
を
丸
太
で
た
た
い
て
遠
く
へ
飛
ば
し
、
そ
の
距
離
を 

丸
太
で
は
か
り
、
勝
貟
で
き
め
る
。 

 
 

② 

ク
ー
ル
（
こ
ま
）（
図
10
） 

 

ク
ル
ボ
ー
ギ
（
ク
ロ
木
）
は
木
質
部
が
堅
く
て
白
い
木
で
独
楽

こ

ま 

を
作
る
の
に
適
し
て
い
る
。
独
楽
の
形
は
種
々
あ
る
が
代
表
的
な 

も
の
に
、
普
通
の
ク
ー
ル
、
ハ
ン
ド
グ
ー
ル
、
ト
ビ
グ
ー
ル
な
ど 

が
あ
る
。
ト
ビ
グ
ー
ル
は
竹
に
紐
を
つ
け
、
そ
の
紐
で
独
楽

こ

ま

を
巻 

い
て
地
面
に
放
ち
、
回
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
紐
で
た
た
い
て
長
く 

回
し
く
ら
べ
を
す
る
。 

 

な
ぎ
グ
ー
ル
は
、
円
形
に
切
っ
た
直
径
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ 

ら
い
の
独
楽
を
作
り
、
紐
で
巻
い
て
投
げ
て
強
く
回
転
さ
せ
て
遊 

ぶ
。 

 
 

③ 

デ
ヤ
ボ
ー
ル
（
図
11
） 

 

独
楽
は
直
径
五
～
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
十
三
セ
ン
チ 

メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
ク
ル
ボ
ー
木
の
中
央
を
細
く
し
て
作
る
。
回 

し
紐
は
長
さ
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
竹
棒
二
本
を
百
五
十 

      

を
作
っ
た
。 

 
 

③ 

蘇
鉄
葉
の
飛
行
機 

 

蘇
鉄
か
ら
葉
を
一
本
折 

り
、
図
の
と
お
り
作
製
し 

て
人
指
し
指
を
後
ろ
に
あ 

て
、
親
指
と
中
指
・
薬
指 

で
は
さ
み
、
肩
の
上
で
水 

平
に
し
て
力
を
入
れ
て
放 

す
と
、
風
を
切
っ
て
飛
ん
で
行
っ
た
。
子
供
た
ち
は
、
め
い
め
い 

作
り
飛
ぶ
距
離
を
競
っ
た
。 

 
 

④ 

花
か
ご
（
図
15
） 

 

蘇
鉄
の
葉
の
葉
針
を
組
み
合
わ
せ
て
か
ご
を
作
り
、
野
原
の
か 

わ
い
い
花
や
、
い
ち
ご
な
ど
を
入
れ
て
楽
し
ん
だ
。 

 
 

⑤ 

帽 

子 

 

葉
の
付
け
根
の
茎
と
、
葉
末
の
方
を
結
ん
で
帽
子
に
見
立
て
、 

か
ぶ
っ
て
遊
ん
だ
。 

 
 

⑥ 

ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
（
図
16
） 

 

蘇
鉄
の
実
の
赤
皮
を
取
り
除
き
、
堅
い
殼
の
上
の
端
を
切
り 

取
っ
て
中
味
を
え
ぐ
り
出
し
、
中
空
に
な
っ
た
も
の
を
笛
に
し
て 

鳴
ら
す
。 
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⑦ 

人 

形
（
図
17
） 

 
蘇
鉄
の
実
の
赤
皮
の
一
部
を
除
い
て
白
い
部
分
に
目
鼻
を
描 

き
、
人
形
の
頭
を
作
っ
た
。 

 

(４) 

ア
ダ
ン
葉
を
使
う
も
の 

 
 

① 

ウ
ビ
ン
ガ
ニ
（
指
輪
） 

 

ア
ダ
ン
の
葉
の
両
ふ
ち
と
中
央
の
と
げ
を
取
り
除
い
て
、
中
央 

か
ら
二
つ
に
さ
き
、
指
輪
を
作
っ
て
、
手
に
は
め
て
遊
ぶ
。 

 
 

② 

ア
ダ
ニ
ヌ
ラ
ッ
パ
（
図
18
） 

 

ア
ダ
ン
の
若
葉
を
ひ
き
ぬ
き
、
そ
れ
を
裏
が
え
し
て
五
セ
ン
チ 

メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
に
切
り
、
そ
れ
を
弁
に
し
て
⑱
の
よ
う
に
し
た 

葉
で
、
ム
サ
の
方
か
ら
巻
き
、
巻
き
終
わ
り
を
竹
ぐ
し
な
ど
で
留 

め
、
ラ
ッ
パ
の
よ
う
に
吹
き
鳴
ら
す
。 

 
 

③ 

カ
ジ
モ
ー
シ
ャ
（
か
ざ
ぐ
る
ま
）（
図
19
） 

 

⑱
の
整
え
た
葉
で
風
車
を
作
り
、
そ
の
中
央
を
竹
の
小
枝
で
留 

め
、
尐
し
太
め
の
竹
の
筒
に
入
れ
、
風
に
向
か
っ
て
ク
ル
ク
ル
回 

わ
し
て
遊
ぶ
。 

 

(５) 

芭
蕉
を
使
う
も
の 

 
 

① 

葉
で
蟬
と
り 

 

若
い
葉
を
く
る
く
る
巻
い
て
、
竹
に
結
わ
え
る
。
そ
の
口
の
方 

で
木
に
止
ま
っ
て
い
る
蟬
を
つ
つ
き
、
巻
い
た
葉
の
中
に
落
し
て 

                          

と
る
。 

 
 

② 

ク
ク
マ
イ
（
花
） 

 

花
の
ガ
ク
を
は
ず
し
て
、ま
ま
ご
と
遊
び
の
茶
わ
ん
や
皿
に
し
、 

中
に
あ
る
し
べ
は
、
ご
ち
そ
う
に
す
る
。 

 
 

③ 

バ
シ
ャ
デ
ッ
ポ
ウ
（
図
20
） 

芭
蕉
の
葉
を
切
っ
て
葉
を
全
部
取
り
は
ず
し
、
小
刀
で
茎
に
切
れ 

目
を
入
れ
て
切
っ
た
皮
の
部
分
を
立
て
る
。
左
手
で
茎
を
握
り
、 

右
手
で
立
て
た
茎
皮
を
強
く
押
し
倒
す
と
、
そ
の
た
び
に
機
関
銃 

を
発
射
し
た
と
き
の
よ
う
な
音
を
立
て
る
。 

 

(６) 

そ
の
他 

 
 

① 

福ふ
く

木
の
葉
の
サ
バ
（
福
木
の
葉
の
草
履
）（
図
21
） 

 

福
木
の
葉
が
二
枚
対
に
な
っ
た
、
十
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら 

い
の
を
取
り
一
方
の
葉
の
付
け
根
の
部
分
か
ら
、
五
分
の
一
ほ
ど 

残
し
て
折
り
と
る
。
こ
れ
を
二
つ
こ
し
ら
え
て
草
覆
に
し
て
履
い 

て
遊
ぶ
。 

 
 

② 

福
木
の
葉
の
皿 

 
ま
ま
ご
と
遊
び
の
お
皿
に
厚
み
が
あ
っ
て
、
丈
夫
な
葉
を
お
皿 

に
し
て
ま
ま
ご
と
遊
び
を
し
た
。 

 
 

③ 
ゆ
り
の
花
び
ら 

 

一
ひ
ら
ず
つ
、
も
ん
で
口
で
空
気
を
吹
き
い
れ
、
ふ
く
ら
ま
せ 
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て
遊
ぶ
。
小
さ
い
子
供
に
は
、
竹
の
く
だ
に
結
び
つ
け
て
ふ
く
ら 

ま
せ
て
遊
ば
せ
る
。 

 
 

④ 
ギ
ー
ギ
ー
ダ
マ
（
ほ
お
ず
き
）（
図
22
） 

 

千
な
り
ほ
お
ず
き
の
熟
す
る
直
前
に
身
を
ち
ぎ
り
、
中
の
種
子 

を
全
部
取
り
出
し
、
口
の
中
で
ギ
ー
ギ
ー
音
を
立
て
て
鳴
ら
す
遊 

び
。 

 
 

⑤ 

ム
ッ
チ
（
樹
液
） 

 

ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
幹
を
傷
つ
け
て
出
る
粘
液
や
、
未
熟
の
小
麦
の 

乳
液
や
、
チ
ー
ギ
の
実
の
青
い
と
き
の
白
い
汁
を
そ
れ
ぞ
れ
ガ
ム 

の
よ
う
に
か
ん
で
遊
ぶ
。 

 
 

⑥ 

首
飾
り
（
お
し
ろ
い
花
、
ア
ー
ク
チ
木
の
ナ
イ
、
シ
ン 

シ
玉
） 

･

お
し
ろ
い
花
を
糸
で
つ
な
い
で
輪
に
し
、
首
に
は
め
て
飾
っ
た
。 

･

ア
ー
ク
チ
木
（
も
く
た
ち
ば
な
） 

ア
ー
ク
チ
木
の
実
の
青
い 

 

の
を
、
針
で
糸
に
通
し
輪
に
し
て
首
に
飾
る
。 

･

シ
ン
シ
玉
（
数
珠
玉
） 

ね
ず
み
色
の
光
沢
が
あ
っ
て
堅
く
、 

 

首
飾
り
と
し
て
は
、
最
高
の
も
の
で
あ
っ
た
。 

 
 

⑦ 

ヒ
ヤ
ー
ラ
玉
（
さ
ん
ご
樹
の
実
） 

 

充
実
し
た
実
を
ヒ
ャ
ー
ラ
ー
（
空
気
銃
）
の
弾
と
し
て
鳴
ら
し 

て
遊
ぶ
。 

      

お
じ
ぎ
の
動
作
を
く
り
か
え
す
よ
う
に
し
て
遊
ん
だ
。 

 

プ
ー
ル
（
頭
）、
キ
ィ
ー
リ
（
下
げ
な
さ
い
）
は
、
共
に
子
供 

言
葉
。 

 
 

⑩ 

月
桃
の
花
柄
の
ち
ょ
う
ち
ん 

 

花
柄
が
柔
軟
な
の
で
、
そ
れ
を
交
互
に
両
方
に
折
り
ま
げ
て
、 

両
方
に
つ
な
が
っ
た
の
を
、
手
で
持
っ
て
ふ
り
な
が
ら
提

灯

ち
ょ
う
ち
ん

、 

提
灯
と
、
そ
の
ゆ
れ
る
の
を
喜
ん
だ
。 

 
 

⑪ 

ハ
ジ
ヌ
ク
ワ
ー
飛
ば
し(

図
24
） 

 

ハ
ジ
ヌ
ク
ワ
ー
（
つ
き
い
げ
の
実
） 

を
浜
辺
か
ら
取
っ
て
き
て
一
列
に
並 

べ
、
だ
れ
の
も
の
が
風
で
早
く
飛
ぶ
か 

を
競
い
合
う
遊
び
。 

 
 

⑫ 

ハ
ヤ
シ
グ
シ 

カ
ヤ
の
茎
の
長
い
の
を
枯
ら
し
て
か
ら
、
そ
の
先
に
十
セ
ン
チ 

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
竹
輪
を
は
め
て
、
ハ
ヤ 

シ
グ
シ
を
つ
く
る
。
ハ
ヤ
シ
グ
シ
を
右
手 

に
持
っ
て
走
り
、
そ
れ
を
一
回
地
面
に
つ 

け
て
か
ら
飛
ば
し
、
そ
の
距
離
を
競
う
。 

危
険
だ
と
の
こ
と
で
、
大
人
か
ら
し
か
ら 

れ
る
遊
び
で
あ
っ
た
。 

 
 

⑧ 

ハ
マ
ク
ラ
の
つ
め
染
め 

 

ハ
マ
ク
ラ
の
花
弁
を
摘
み
、
シ
ー
ミ
（
か
た
ば
み
）
の
葉
を
よ 

せ
て
軟
ら
か
く
な
る
ま
で
練
り
就
寝
前
に
指
の
上
に
載
せ
て
マ
ー 

ウ
の
葉
で
包
ん
で
お
き
、
翌
朝
取
り
除
く
と
、
紅
で
染
め
た
よ
う 

に
美
し
く
染
ま
っ
て
い
る
。そ
れ
の
民
謡
に「
ハ
マ
ク
ラ
ぬ
花
はワ

、 

爪
先

ち
み
さ
き

に
す
み
てテ

イ

、
親ウ

ヤ

の 

め
え
ぬ
事
は
肝チ

ム

に
染
み

ス

 

り
」
と
い
う
の 

が
あ
る
。（
親
の 

め
え
ぬ
事
と
は
、
親
の
言
う
こ
と
は
の
意
） 

 
 

⑨ 

サ
ニ
ヌ
ハ
ナ
ま
た
は
カ
ン
コ
ヌ
ハ
ナ
（
写
真
23
） 

 

月
桃
の
花
の
す
っ
か
り
開
い
た
も
の
を
取
り
、
雌め

し
べ
の
柱
頭 

（
花
粉
の
つ
く
部
分
）
か
ら
子 

房
（
ふ
く
れ
た
下
部
）
に
出
て 

い
る
筋
を
切
ら
な
い
よ
う
に
し 

て
、
子
房
と
と
も
に
は
ず
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

は
ず
し
た
も
の
の
筋
を
下
か 

ら
引
く
と
、
人
が
お
じ
き
し
て 

い
る
よ
う
に
な
る
の
で
、「
コ
ッ 

コ
バ
ナ
、
プ
ー
ル
キ
ィ
ー
リ
」 

ま
た
は
「
ア
マ
タ
、
コ
ゥ
ビ
、 

コ
ゥ
ビ
」
（
月
桃
の
花
お
じ
ぎ 

し
な
さ
い
）
と
唱
え
な
が
ら
、 

       
 

⑬ 

ガ
ジ
マ
ル
の
葉
の
帽
子 

 

ガ
ジ
マ
ル
の
黄
色
く
な
っ
て
落
ち
た
葉
を
拾
い
集
め
、
葉
柄
で 

次
々
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
三
角
帽
を
作
り
、
か
ぶ
っ
て
喜
ん
だ
。 

 
 

⑭ 

チ
ョ
ウ
チ
ン
バ
ナ
（
セ
イ
ロ
ン
ベ
ン
ケ
イ
の
花
） 

 

畑
の
土
手
に
咲
く
セ
イ
ロ
ン
ベ
ン
ケ
イ
の
花
を
集
め
て
、
ふ
り 

鳴
ら
し
て
そ
の
音
を
楽
し
ん
だ
。 

 
 

⑮ 

ク
サ
オ
ー
シ 

・
朝
鮮
芝
の
花
茎
を
取
り
、
茎
の
付
け
根
に
向
か
っ
て
汁
を
し
ぼ 

 

り
出
し
、玉
に
な
っ
た
液
を
二
人
で
か
ら
ま
せ
て
、取
り
合
う
。 

・
す
み
れ
（
ス
モ
ウ
ト
リ
バ
ナ
）
す
み
れ
の
花
の
後
に
つ
き
で
た 

 

の
を
か
ら
ま
せ
て
、
勝
貟
し
て
遊
ぶ
。 

 

3 

石
や
貝
を
使
う
遊
び 

 

(１) 

イ
ッ
ト
ウ
ガ
ヨ
（
お
は
じ
き
） 

 

浜
辺
に
打
ち
あ
げ
ら
れ
た
砂
利
の
中
か
ら
シ
ビ
（
子
安
貝
）
の 

殼
を
拾
い
集
め
て
「
お
は
じ
き
」
に
す
る
。
硝
子

が
ら
す

玉
の
も
の
よ
り 

美
し
い
が
、
も
っ
と
艶つ

や

の
よ
い
も
の
を
作
る
に
は
、
生
き
た
貝
を 

取
っ
て
来
て
土
に
埋
め
て
お
く
と
貝
の
中
実
は
腐
り
果
て
、
殼
の 

色
艶
が
き
れ
い
に
な
る
。
そ
れ
を
お
は
じ
き
に
す
る
。 
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(２) 

イ
シ
、
ウ
ス
イ
ク
ゥ
（
石
か
く
し
く
ら
） 

 
二
人
以
上
で
円
を
線
引
き
し
、
各
自
の
持
っ
て
い
る
小
石
を
確 

か
め
あ
っ
て
お
き
、
円
内
に
埋
め
て
お
い
て
、
相
手
に
探
し
あ
て 

さ
せ
る
遊
び
で
あ
る
。 

 

(３) 

ウ
ッ
チ
ャ
ギ
ー
（
打
ち
上
げ
石
） 

 

手
ご
ろ
の
小
石
を
集
め
、
二
人
以
上
の
人
が
石
一
個
ず
つ
を
元 

石
と
し
て
各
自
持
ち
、
元
石
を
振
り
上
げ
て
石
を
つ
か
み
、
最
後 

に
残
っ
た
二
つ
以
上
の
石
を
フ
ガ
（
卵
）
と
し
て
、
自
分
の
も
の 

に
す
る
。
何
度
か
繰
り
返
し
て
、
最
後
に
卵
の
多
か
っ
た
者
が
勝 

ち
と
な
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(４) 
国
と
り
（
写
真
26
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
き
め
の
円
を
い
く
つ
か
に 

区
切
っ
て
小
さ
な
国
を
た
く
さ 

ん
作
り
、
国
と
り
石
（
平
た
い 

石
や
、
陶
器
の
か
け
ら
）
を
持 

ち
、
自
分
の
国
を
も
と
に
し
て
、 

次
々
小
さ
な
国
を
攻
め
、
国
と 

り
石
を
は
じ
き
入
れ
て
自
分
の 

領
分
を
広
め
て
行
く
。
小
さ
な 

 

国
が
な
く
な
っ
た
ら
、
サ
ー
ミ 

      

(７) 

チ
ン
タ
イ
、
オ
ー
シ
（
蝸

牛

か
た
つ
む
り

あ
わ
せ
） 

蝸
牛
の
殻
を
集
め
、
そ
の
巻
い
た
頂
点
を
お
互
い
に
、
押
し
あ

っ
て
、
相
手
の
殼
を
や
ぶ
っ
た
方
が
勝
ち
。 

(８)
オ
ヒ
ト
ツ
（
お
手
玉
遊
び
） 

 

布
で
直
径
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
円
筒
形
の
袋
を
つ
く 

り
、
そ
の
中
に
小
石
や
荒
め
の
砂
を
七
分
目
程
度
入
れ
て
と
じ
、 

お
手
玉
を
五
個
作
る
。
五
個
と
も
大
き
さ
や
重
さ
が
そ
ろ
っ
て
い 

る
方
が
扱
い
や
す
い
。 

 

遊
び
方
に
は
座
っ
て
い
て
の
遊
び
と
、
立
っ
て
い
て
の
遊
び
が 

あ
る
。 

 
 

① 

座
っ
て
す
る
遊
び 

 

一
個
を
元
と
し
て
高
く
投
げ
上
げ
、
元
が
落
ち
て
く
る
ま
で
に 

右
手
で
四
個
を
寄
せ
集
め
そ
の
上
に
こ
れ
を
受
け
る
。 

 

次
の
歌
を
歌
い
な
が
ら
、
次
々
動
作
を
変
え
る
。 

 

※
座
り
お
手
玉
歌
（
ヰ
ー
、
オ
イ
ト
ツ
ウ
タ
） 

 
 
 

ア
、
お
一
つ 

 

(一)

お
一
つ
落
と
し
て
お
ー
さ
ー
ら 

 

(二)

お
二
つ
お
と
し
て
、
落
と
し
て
お
ー
さ
ー
ら 

 

(三)

お
つ
か
み
、
お
つ
か
み
、
お
ー
さ
ー
ら 

 

(四)

お
手
さ
み
、
お
手
さ
み
、
お
ー
さ
ー
ら 

（
ジ
ャ
ン
ケ
ン
）
を
し
て
、
勝
っ
た
方
が
相
手
の
国
境
を
自
分
の 

手
で
、
自
分
の
国
に
親
指
を
つ
け
て
、
半
円
を
描
い
て
自
分
の
国 

を
広
め
て
、
最
後
は
相
手
を
国
な
し
に
す
る
遊
び
。 

 

(５) 

キ
ン
バ 

 

庭
に
下
の
よ
う
な
線
を
引
き
、
二
人
以 

上
の
子
供
た
ち
が
め
い
め
い
平
た
い
石
を 

持
ち
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
の
順
に
従
っ
て
、
ま
ず
一
年
に
石
を
投
げ
入 

れ
て
か
ら
、
片
足
で
二
年
、
三
年
と
進
み
、
大
学
ま
で
行
っ
て
か 

ら
引
き
返
し
、
手
で
石
を
と
っ
て
出
発
点
に
帰
る
。
以
下
二
年
、 

三
年
へ
と
石
を
入
れ
同
様
な
動
作
を
繰
り
返
し
、
早
く
大
学
ま
で 

終
え
た
も
の
が
勝
ち
。 

 

石
の
入
っ
て
い
る
学
年
は
ふ
ま
ず
に
、
飛
び
こ
さ
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
と
い
う
規
則
が
あ
っ
た
。
円
を
使
っ
て
、
学
年
を
切
っ
て 

や
っ
た
こ
と
も
あ
る
。 

 

(６) 

ウ
シ
、
オ
ー
シ
ー
（
牛
つ
き
あ
わ
せ
） 

 

夜
光
貝
の
殼
に
穴
を
あ
け
て
縄
を
通
し
た
も
の
を
闘
牛
に
見
立 

て
、
二
人
で
こ
れ
を
絡
ま
せ
て
遊
ぶ
。
夜
光
貝
は
ど
っ
し
り
し
て 

い
て
都
合
が
よ
い
。
他
に
も
、
く
も
貝
、
す
い
じ
貝
の
殼
、
穴
の 

あ
い
た
石
な
ど
に
縄
を
通
し
て
、
闘
牛
ご
っ
こ
を
し
て
遊
ん
だ
。 

       

(五)

お
つ
り
ん
ご
、
お
つ
り
ん
ご
、
お
ー
さ
ー
ら 

(六)

お
ん
ば
さ
み
、
お
ん
ば
さ
み
、
お
ー
さ
ー
ら 

(七)

お
お
そ
れ
、
お
お
そ
れ
、
手
が
け
て
お
と
し
て
、
お
ー
さ
ー 

 
 

ら 

(八)

お
て
も
た
け
、
お
て
も
た
け
、
お
て
も
た
け
し
よ
う
、
お
ー 

さ
ー
ら 

(九)

お
て
ん
ぷ
ー
し
、
お
て
ん
ぷ
ー
し
ぷ
ー
し
、
お
ー
さ
ー
ら 

(十)

ひ
る
ひ
る
、
ひ
る
ひ
る
、
お
ー
さ
ー
ら 

( )

ち
ー
は
す
こ
ぐ
れ
、
こ
ぐ
れ
、
こ
ぐ
っ
た
、
お
ー
さ
ー
ら 

( )

ど
の
玉
く
れ
や
ん
せ
、
ど
の
玉
く
れ
や
ん
せ
、
お
ー
さ
ー
ら 

( )

お
一
つ
や
の
む
っ
つ
る
げ
、
お
一
つ
や
の
む
っ
つ
る
げ
お
ー 

さ
ー
ら 

( )

お
左
り
、
お
左
り
、
お
ー
さ
ー
ら 

( )

や
ー
つ
め
、
や
ー
つ
め
、
や
つ
め
、
お
ー
さ
ー
ら 

( )

お
橋
く
ぐ
れ
、
く
ぐ
れ
、
こ
ぐ
う
っ
た
、
お
ー
さ
ー
ら 

 
 
 

イ
、
い
ー
つ
も
た
ん
た
ん 

 

い
ー
つ
も
た
ん
た
ん
、た
け
み
つ
、明
日
は
れ
ん
げ
の
花
開
き
、 

と
っ
て
も
来
い
、
と
っ
て
も
来
い
、
遠
う
の
お
山
に
き
き
ょ
う
の 

お
花
が
咲
い
た
か
開
い
た
か
、
わ
た
し
ー
ら
、
ぬ
ー
が
い
な
、
へ 

ん
ど
こ
ど
っ
こ
い
、
や
れ
こ
れ
し
ゃ
、
お
の
せ
、
お
き
り
、
お
ば 
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十一  

十一 
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ら
、
一
貫
し
ょ
。 

 
注 

こ
の
「
い
ー
つ
も
た
ん
た
ん
」
は
、
明
治
二
十
四
年
十
月 

生
ま
れ
の
町
田
ヨ
ネ
さ
ん
（
手
々
知
名
）
が
小
学
三
年
時
代
、
そ 

の
こ
ろ
の
農
業
教
師
の
娘
、
永
野
ケ
サ
さ
ん
（
同
級
生
）
が
教
え 

て
く
れ
た
の
だ
と
い
う
。 

 
 

② 

立
っ
て
い
て
の
遊
び 

 

(一) 

右
手
で
お
手
玉
二
つ
を
持
ち
、
交
互
に
上
に
あ
げ
て
遊
ぶ
。 

 
 

一
方
を
落
と
し
た
ら
貟
け
。 

 

(二) 

(一)

の
よ
う
に
し
な
が
ら
、
左
手
に
も
一
個
持
ち
、
動
い
て 

 
 

い
る
右
手
に
投
げ
入
れ
て
調
子
を
合
わ
せ
て
上
手
に
扱
う
。 

 

(三) 

(一)

の
よ
う
に
し
な
が
ら
左
手
に
二
個
持
ち
、
そ
の
二
個
を 

 
 

右
手
の
方
の
動
い
て
い
る
の
に
投
げ
入
れ
て
、上
手
に
扱
う
。 

 

(四) 

(一)

の
よ
う
に
し
な
が
ら
、
上
か
ら
落
ち
て
く
る
一
個
を
右 

 
 

手
の
甲
に
の
せ
て
、
て
の
ひ
ら
に
の
せ
、
そ
の
所
作
を
上
に 

 
 

あ
げ
た
の
が
落
ち
て
く
る
ま
で
、
そ
の
回
数
を
多
く
す
る
の 

 
 

が
勝
ち
で
あ
る
。 

 

(９) 

イ
シ
ナ
ギ
ク
、
ま
た
は
フ
ー
ナ
ギ
ク
（
石
投
げ
く
ら
べ
） 

 

き
ま
っ
た
場
所
か
ら
、
石
を
投
げ
て
、
だ
れ
の
も
の
が
遠
く
ま 

で
飛
ん
だ
か
を
競
う
遊
び
。
場
所
は
広
っ
ぱ
で
し
た
り
、
ま
た
た 

め
池
や
海
な
ど
で
、
投
げ
た
距
離
の
は
っ
き
り
わ
か
る
所
で
行
っ 

      

ほ
ど
強
い
と
い
う
規
則
が
あ
る
。
捕
ま
え
ら
れ
た
者
は
相
手
方
の 

陣
屋
に
つ
な
が
れ
、
手
を
延
べ
て
味
方
の
救
出
を
待
つ
。
全
員
ト 

リ
コ
に
な
っ
た
方
が
貟
け
。 

 

(３) 

ナ
ー
ミ
ヌ
ヤ
ー
（
砂
遊
び
） 

 

波
打
ち
際
に
砂
を
高
く
盛
り
上
げ
て
そ
の
上
に
の
ぼ
り
、
尐
々 

高
い
波
が
き
て
砂
が
崩
さ
れ
て
い
く
と
き
の
ス
リ
ル
を
楽
し
む
。 

こ
の
ほ
か
砂
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
た
り
、塔
を
作
っ
た
り
し
て
遊
ぶ
。 

 

(４) 

カ
ニ
シ
ン
ジ
ク
（
堪
忍
く
ら
べ
） 

 

柔
道
の
よ
う
な
格
闘
競
技
で
、
下
に
押
さ
え
込
ま
れ
て
辛
抱
で 

き
な
く
な
っ
た
者
は
、
上
の
者
に
合
図
を
送
っ
て
降
参
し
起
こ
し 

て
も
ら
う
。 

 

(５) 

マ
イ
ヒ
ー
ク
（
け
り
馬
） 

 

三
人
以
上
の
遊
び
で
、
一
人
は
立
っ
て
馬
の
首
に
な
り
、
次
の 

人
は
前
の
人
の
胴
を
抱
き
、
一
頭
の
馬
を
つ
く
る
。
他
の
人
は
馬 

に
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
馬
に
乗
る
と
勝
ち
に
な
る
。
け
ら
れ
た
ら 

貟
け
で
、
次
は
馬
の
け
り
手
に
な
る
。 

 

(６) 

ハ
ジ
オ
ー
シ
（
足
相
撲
） 

 

両
方
向
か
い
合
っ
て
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
座
り
、
片
足
を
立
て
、 

ふ
く
ら
は
ぎ
を
か
ら
め
、
押
し
合
っ
て
勝
貟
を
き
め
る
。 

 

た
。 

 

(１０) 

チ
ュ
ブ
ン 

タ
ブ
ン
（
石
飛
ば
し
く
ら
） 

 

薄
く
て
丸
い
小
石
を
、
水
面
と
平
行
に
投
げ
、
そ
の
石
が
沈
む 

ま
で
の
間
に
何
回
水
面
に
表
れ
た
か
を
競
う
遊
び
。 

 

こ
の
遊
び
は
、
た
め
池
や
海
で
行
っ
た
。
こ
の
と
き
の
フ
ー
（
投 

げ
る
小
石
）
は
平
た
く
薄
い
も
の
が
よ
く
、
投
げ
方
も
水
面
に
平 

行
に
力
強
く
投
げ
る
の
が
要
領
で
あ
る
。
そ
の
数
を
数
え
る
と
き 

に
は
、
チ
ュ
ブ
ン
、
タ
ブ
ン
、
ミ
ブ
ン
と
数
え
た
。
ブ
ン
と
は
石 

の
水
に
落
ち
る
音
の
ブ
ン
か
ら
き
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
大
抵
男
の 

子
の
遊
び
で
し
た
が
、
男
の
子
に
混
じ
っ
て
や
る
気
丈
な
女
の
子 

も
い
た
。 

4 

そ
の
他
の
遊
び 

 

(１) 

ウ
ニ
シ
ュ
（
鬼
ご
っ
こ
） 

 

サ
ー
ミ
（
じ
ゃ
ん
け
ん
）
で
貟
け
た
人
が
鬼
に
な
り
、
一
人
捕 

ま
え
た
ら
、
捕
ま
え
ら
れ
た
人
が
鬼
に
な
り
、
同
じ
こ
と
を
繰
り 

返
し
て
い
く
。 

 
(２) 

ト
リ
コ
（
陣
屋
遊
び
） 

 

戦
場
を
は
さ
ん
で
両
方
に
陣
屋
の
線
を
引
く
、
同
数
ず
つ
両
方 

に
分
か
れ
て
、
陣
屋
か
ら
出
て
、
相
手
方
を
捕
ま
え
合
う
。
そ
の 

場
合
、
陣
屋
を
早
く
出
た
者
ほ
ど
弱
く
、
陣
屋
を
後
か
ら
出
た
者 

      

(７) 

ア
タ
マ
キ
イ
（
頭
切
り
） 

 

数
人
で
入
り
交
じ
り
、
か
け
回
り
な
が
ら
、
相
手
の
頭
に
手
を 

ふ
れ
、
そ
の
数
の
多
い
方
が
一
番
勝
ち
に
な
る
。
運
動
量
が
非
常 

に
大
き
い
。 

 

(８) 

ダ
ン
グ
ラ
オ
ウ
シ
（
騎
馬
戦
） 

 

鞍く
ら

の
作
り
方
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
一
人
で
肩
車
に
乗
せ
た 

り
、
二
人
で
手
を
井
型
に
組
み
合
わ
せ
た
り
、
三
人
で
馬
を
作
っ 

て
乗
せ
た
り
す
る
。 

 

(９) 

ビ
ー
玉 

 

三
人
か
四
人
で
す
る
遊
び
で
あ
る
。
地
面
に
天
国
の
穴
、
地
獄 

の
穴
、
そ
れ
に
三
・
四
・
五
の
穴
と
計
五
つ
の
穴
を
掘
り
、
天
国 

か
ら
地
獄
に
向
か
っ
て
玉
を
投
げ
、
地
獄
か
ら
勝
ち
進
ん
で
天
国 

ま
で
行
き
、
次
に
地
獄
ま
で
も
ど
り
、
う
ま
く
は
い
る
と
そ
の
人 

は
刑
事
ま
た
は
バ
バ
に
な
る
。 

 

(１０) 

ベ
ッ
タ
ン 

 

「
べ
っ
た
ん
」
ま
た
は
「
め
ん
こ
」
と
も
い
う
。 

 

直
径
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
丸
い
厚
紙
に
絵
が
描
か
れ 

て
い
て
、
一
つ
十
円
く
ら
い
で
店
か
ら
買
っ
た
。
最
初
床
に
め
ん 

こ
を
一
つ
お
き
、
一
人
が
床
の
め
ん
こ
に
向
か
っ
て
、
め
ん
こ
を 

た
た
き
つ
け
風
圧
で
相
手
の
め
ん
こ
を
、
ひ
っ
く
り
返
す
。 
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 (１１) 

ト
ー
マ
イ
（
唐と

う

毬ま
り

） 

 
唐
毬
は
正
月
を
迎
え
る
師
走
の
最
も
忙
し
い
時
期
に
、
農
家
の 

母
が
夜
な
べ
を
し
て
作
る
。
女
児
へ
の
愛
情
を
込
め
た
最
大
の
プ 

レ
ゼ
ン
ト
で
し
た
。 

 

大
正
初
年
ご
ろ
か
ら
本
土
の
ゴ
ム
毬
が
は
い
っ
た
。
軽
く
て
力 

を
入
れ
な
い
で
も
ポ
ン
ポ
ン
上
が
る
不
思
議
さ
、
す
べ
て
の
女
児 

が
そ
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
、ま
た
た
く
間
に
全
島
に
広
が
っ
た
。 

唐
毬
は
す
っ
か
り
影
を
ひ
そ
め
た
。 

 

昭
和
四
十
四
年
沖
永
良
部
の
空
港
開
き
を
記
念
し
て
、
中
央
公 

民
館
で
婦
人
会
が
中
心
と
な
り
、
沖
か
ね
先
生
の
ご
指
導
で
復
元 

の
運
び
と
な
っ
た
。
子
供
の
遊
ぶ
玩
具
だ
っ
た
唐
毬
が
民
芸
品
と 

し
て
、
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

沖
永
良
部
の
毬
の
由
来
に
つ
い
て
は
つ
ま
び
ら
か
で
な
い
が
、 

唐
毬
の
呼
称
の
と
お
り
、
中
国
か
ら
琉
球
を
経
て
伝
来
し
た
も
の 

と
思
わ
れ
る
。
昔
は
蘇
鉄
の
針
の
間
に
あ
る
綿
の
よ
う
な
黄
褐
色 

の
も
の
（
ア
ク
ミ
）
を
集
め
、
芭
蕉
糸
で
男
手
を
借
り
て
強
く
し 

め
て
ま
る
め
た
。（
ま
り
を
つ
く
と
き
に
高
く
あ
が
る
た
め
） 

 

現
在
の
土
産
品
は
ほ
と
ん
ど
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
使
用
し
、
中 

央
に
は
、
厚
紙
で
囲
い
そ
の
中
に
三
、
四
個
く
ら
い
の
小
石
か
大 

豆
を
入
れ
、
音
を
立
て
る
よ
う
に
し
た
も
の
、
ま
た
中
央
に
蘇
鉄 

                          

実
の
殻
に
小
さ
い
貝
殻
を
入
れ
て
あ
っ
て
、
振
る
と
、
カ
ラ
カ
ラ 

と
快
い
音
が
す
る
も
の
を
入
れ
、
飾
り
と
し
て
房
を
つ
け
る
。 

 

毬
の
表
面
を
彩
る
模
様
（
柄が

ら

）
は
、
基
本
的
に
は
他
地
方
の
そ 

れ
と
大
差
は
な
い
が
、
赤
・
緑
・
黄
・
紫
の
四
色
の
糸
を
種
々
に 

交
錯
さ
せ
て
、
寸
分
の
地
肌
も
露
出
さ
せ
な
い
豪
華
絢
爛

け
ん
ら
ん

な
ム
ー 

ド
を
か
も
し
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ふ
ん
だ
ん
に
原
色
を
配 

し
た
南
方
系
の
色
彩
は
伝
来
も
極
め
て
古
い
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ 

れ
る
。 

 

昭
和
四
十
三
年
に
島
の
空
港
が
開
か
れ
て
以
来
、
観
光
客
の
土 

産
品
と
し
て
の
毛
毬
の
需
要
は
激
増
し
た
が
一
個
一
個
の
手
作
り 

で
は
追
い
つ
か
な
く
な
っ
た
。
唐
毬
の
か
が
り
糸
は
、
昔
は
生
糸 

を
灰
汁

あ

く

で
煮
た
も
の
に
、
黄
色
は
、
く
ち
な
し
で
、
他
の
色
は
染 

料
で
染
め
て
使
っ
た
。
観
光
土
産
品
に
な
っ
て
か
ら
、
刺
し
ゅ
う 

糸
で
か
が
っ
て
い
た
が
、
値
段
が
高
く
、
年
寄
り
に
細
か
い
と
こ 

ろ
が
無
理
な
の
で
、
現
在
は
毛
糸
を
使
用
し
た
も
の
が
多
い
。 

 

現
在
作
ら
れ
て
い
る
毬
の
模
様
は
、
シ
チ
ガ
ラ
（
市
松
）（
図 

28
右
）
ス
ス
ガ
ワ
イ
（
裾
変
わ
り
）（
図
28
中
）
の
二
つ
を
基
本 

に
し
て
い
る
が
、
昔
は
い
ろ
い
ろ
な
柄
の
も
の
が
作
ら
れ
、
澁
い 

中
間
色
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。 

        
 

＊ 

モ
ー
ル
ガ
チ
チ
（
回
し
て
あ
る
雲う

舟に

）（
28
右
・
図
29
） 

 

丸
い
毬
の
中
に
海
の
ウ
ニ
の
刺と

げ

の
よ
う
な
糸
が
放
射
し
て
い
る 

よ
う
に
刺
し
た
も
の
を
い
う
。 

 

毬
つ
き
遊
び
に
は
、
ヰ
ィ
ー
ド
ゥ
マ
イ
（
座
り
唐
毬
）
と
タ
チ 

ド
ゥ
マ
イ
（
立
ち
唐
毬
）
が
あ
る
。
座
り
唐
毬
は
、
円
陣
を
作
り 

座
っ
て
い
て
手
を
左
右
交
互
に
使
っ
て
毬
を
つ
く
。
立
ち
唐
毬
は 

一
人
ず
つ
つ
く
も
の
で
勝
ち
貟
け
を
き
め
た
。
そ
の
方
法
に
は
、 

同
じ
方
向
に
ば
か
り
体
を
巡
ら
せ
な
が
ら
つ
く
チ
ャ
ー
ム
グ
イ 

と
、
身
体
を
動
か
さ
ず
左
右
交
互
に
振
り
向
い
て
右
手
の
み
で
つ 

く
左
ミ
グ
イ
、
右
ミ
グ
イ
と
が
あ
っ
た
。 

 
 

＊ 

毬
つ
き
歌
に
つ
い
て 

 
 
 

一 

座
り
毬
の
歌 

 

(一)

と
ん
と
隣
り
の
お
な
ぐ
さ
ら
し
は
、
顔
が
し
ゃ
く
し
で
お
目 

 
 

が
す
が
め
で
、
鼻
が
し
し
鼻
、
口
が
わ
れ
口
、
お
手
が
ま
ん 

 
 

手
で
、
衣
し
ょ
う
が
、
べ
べ
い
し
ょ
、
し
り
が
で
す
ぎ
て
、 

 
 

歩
む
姿
は
、
ヒ
キ
ド
ヒ
キ
ド 

 

(二)

え
ん
え
ん
海ウ

ニ

ぬ
え
ん
え
ん
、
砂シ

ナ

ぬ
細グ

マ

さ
ぬ
、
ゆ
な
ば
る
ば
ば 

 
 

た
が
、
う
ん
た
が
つ
く
た
ぬ
、
と
ー
ゐ
ぬ
が
ら
し
は
、
あ
り 

 
 

ち
わ
ー
た
い
。
う
り
ち
わ
ー
た
い
。
い
じ
ゃ
ぬ
む
し
る
は
、 

 
 

う
ら
ぐ
む
、
わ
ー
ぐ
む
、
け
ー
し
ゅ
ん
ど
、
正
月
ユ
エ
に
、 
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う
い
ぐ
す
く
、
は
ん
じ
ゃ
な
し
が
、
乗
い
み
せ
る
馬
や
あ
や 

 
染
、
黒
染
、
ま
っ
黒
は
ん
じ
。（
ハ
ン
ジ
は
、
た
て
が
み
の
意
） 

(三)

一
（
チ
ュ
ウ
）
ち
、
一
ち
く
ぬ
、
二
（
タ
ー
）
ち
、
た
な
ば 

 

る
、
三
（
み
ー
）
ち
、
み
ん
ざ
ち
、
四
（
ユ
ー
）
ち
、
ゆ
た 

 

か
に
、
五
（
イ
チ
）
ち
、
い
ち
さ
ち
、
六
（
ム
ー
）
ち
、
む 

 

ん
く
ず
、
七
ち
、
な
な
さ
ち
、
八
ち
、
や
ま
か
ら
、
九
（
ク 

 

ヌ
）
ち
、
く
だ
ま
ち
、
十
（
ト
ウ
）
は
、
い
し
ご
ぬ
上
ぬ
大ヤ 

 

根セ

主シ
ュ

が
、
み
ー
び
る
と
っ
て
、
む
し
か
ん
、
む
し
か
ん
。 

(四)

辻ち
ぢ

の

門
じ
ょ
う

か
ら
、
よ
い
よ
い
通
り

 

や
、
辻
の
女
郎
子

す

り

ぐ

わ

が
、
茶 

 

む
お
い
し
り
、
煙
草

 

む
お
い
し
り
、
一
昨
年

み

ち

ゆ

な

漬て
ち

き
た
ぬ
だ
っ 

 

ち
ょ
ぬ
（
漬
物
）、
あ
げ
ど
う
ふ
煮シ

ミ

ど
う
ふ
お
い
し
り
（
召
し 

 

上
が
れ
、
召
し
上
が
れ
）（
辻
は
、
辻
遊
か
く
の
こ
と
） 

 
 

二 

立
ち
唐
毬
の
数
え
方
と
歌 

(五)

一
（
チ
ュ
ッ
）
け
、
二
（
タ
ッ
）
け
、
三
っ
け

ミ

 
 

、
四ユ

ツ

け
、
五イ

チ 

 

け
、
六ム

ツ

け
、
七ナ

ナ

け
、
八ヤ

ツ

け
、
九ク

ヌ

け
、
十ト

ツ

け
。 

 
 

十
ず
つ
を
一
か
た
ま
り
と
し
て
数
え
る
と
き
、
一チ

ユ

ス
チ
、 

 

二タ

ス
チ
、
三ミ

ス
チ

 

、
四ユ

ス
チ

 

、
五イ

チ

ス
チ

 

、
六ム

ス
チ
、
七ナ

ナ

ス
チ

 

、 

 

八ヤ

ス
チ

 

、
九ク

ヌ

ス
チ

 

、
十ト

ウ

ス
チ

 

（
百

 

の
こ
と
） 

(六)

ち
ん
ち
ん 

祝ふ
く

ら
し
ゃ 

 
 

ち
ん
、
ち
ん 

祝ふ
く

ら
し
ゃ
、
コ
ー
ト

 

里
之
子

さ
と 

ぬ 

し 

、
一
皿

チ
ユ
サ
ラ

ち
き 

      

(七)

梅
と
桜 

一ひ
ー 

二ふ
ー 

三み
ー

が 

四よ

が 

五
つ

い

つ 

六む

が 

七な
な 

八や

が 

七

 

 

や
七

 

や
が
綿
染

わ
た
ず

み
、
紺
染

く
ん
す

み
、
か
え
て
ヒ
ヤ
ク
、
ハ
イ 

ハ 

イ 

ハ
イ 

お
呉
れ
よ 

お
呉
れ
よ
、
な
ぜ
飯ま

ま

食
べ
る
腹
が 

痛い
た

、
痛い

た

、
サ
ク
シ
ノ
ム
ン
、
シ
シ
ャ
ム
ン
シ
ャ
、
ソ
ノ
ラ
ン
、 

そ
の
と
き
、
赤
子

ヤ

ヤ

が
で
き
た
。
そ
の
子

 

は
男

 

の
子

 

な
ら
寺
男

じ

な 

に
預
け
て
、
寺
の
塀
か
ら
突
き
落
と
さ
れ
た
。
だ
れ
が
落
と 

し
た
、
お
梅
が
落
と
し
た
。
お
梅
と
桜
と
替
え
た
な
ら
お
梅 

は
す
ぐ
一
等
に
な
れ
た
。
桜
は
よ
い
と
ほ
め
ら
れ
た
。 

(１２) 

羽
根
つ
き 

 

沖
永
良
部
は
歴
史
的
に
琉
球
の
支
配
下
に
あ
っ
た
た
め
、
そ
の 

文
化
は
ほ
と
ん
ど
沖
縄
か
ら
北
へ
渡
来
し
た
も
の
で
、
本
土
の
玩 

具
は
直
接
伝
わ
っ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
本
土
の 

よ
う
な
羽
子
板
は
古
来
な
か
っ
た
が
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二 

年
）
生
ま
れ
の
古
老
の
話
で
は
、
幼
い
こ
ろ
小
さ
な
竹
筒
に
鶏
の 

羽
を
さ
し
て
羽
根
を
作
り
、
板
で
打
っ
て
遊
ん
だ
が
、
う
ま
く
つ 

け
な
い
の
で
、
羽
根
だ
け
根
元
を
束
ね
て
口
で
吹
き
上
げ
、
手
に 

受
け
る
の
を
繰
り
返
し
て
遊
ん
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

(１３) 

オ
ー
ジ
ナ
ギ
ま
た
は
オ
ー
ジ
ナ
ゲ
（
ぶ
ら
ん
こ
）（
図
33
） 

 

七
月
の
稲
の
取
り
入
れ
が
終
わ
っ
た
後
、
新
し
い
わ
ら
で
縄
を 

と
う
て
ー
、
祝ほ

う

ら
し
ゃ
し
ん

候
し
よ
う
り

。
吾

 

が
家

 

が
廻
る

も
う 

 

。
廻
ら 

ち
松ま

ち

千
代

じ

よ

主
し
ゅ
う

が
、
一ち

ゆ

祝ゆ
え

に
上

城

う
い
ぐ
す
く

ぬ
、
按
司
加
那

あ

じ

が

な

志し

が
乗
御

ヌ
イ
み 

候せ
し

ぬ
馬ん

ま

や
、
綾あ

や

染ず
み

、
黒
染

 

、
真
黒

ま
つ
く
ろ

か
ん
じ
ゃ
、
筑
登
之

ち

く

ど

ん

棚
場

た
な
ば 

ぬ
、
ミ
ユ
ズ
ミ

 

、
山
原

 

、
国
頭

 

、
渡
嘉
敷

 

な
、
前め

ー

ぬ
、
十
条

と
う
し
じ 

ぬ
二た

鍋な
び

な
持

 

ち
ゅ
ー
さ
い
ぬ
。 

マ
ク
ル
シ
グ
、
宝

箱

た
か
ら
ば
く

、
贈
り

た
ば 

 

、
シ
ッ
タ
ロ
ガ
ニ
ヤ
ク
レ
マ
ー

 

 

ク
レ
タ

 

、
ミ
カ
チ

 

海う
に

ぬ
、
エ
ー
グ

 

や
、
砂シ

ナ

ぬ
細グ

マ

さ
ぬ
、
彼
等

う
ん
た 

が
作

 

た
ぬ
、
唐ト

ウ

芋イ
ム

ガ
ラ
ス
ム

 

、
一
皿

 

ど
う
、
食と

う

し
ゅ
る
。
二 

皿
ど
う
、
食と

う

し
ゅ
る
。
十
七
・
七
十
七
・
十
七
八
ぬ
こ
ろ
な 

り
ば
。 

 

ニ
シ
タ
ン

隣
と
な
い

ぬ
、
代
役

で
ー
や
く

、
段
々
代
役
、
段
々
サ
ー
サ
、 

ヤ
リ
サ
サ
、
昨
年

ふ

ず

や
昨
年

ふ

ず

や 

二
つ

タ
ー
チ

祝ほ
う

ら
し
ゃ
、
三
つ

み
ー
ち

、
ミ
ン
ジ
ク

 

、
四
つ

ヨ
ウ
チ

、
豊
か

 

や
、 

五
つ

イ
チ
チ

一
升

 

炊
き

 

、
六
つ
物

 
 
 
 

む
ん

く
じ
ゆ
、
七
つ

 
 

チ

七

 

幸さ
ち

、
八
つ

 
 

チ

山

 

か 

ら
、
九
つ

 
 

チ

管
巻

く
だ
ま
き

、
十

 

や
ウ
ー
チ
ク
チ
ク

 

、
内
ク
マ

 

ぬ
。 

ヤ
シ
主
が
、
具
志
堅
、
具
志
堅
、
一
つ

テ
イ
チ

太
良

タ

ラ

、
二
つ

タ
ア
チ

タ
ラ 

三
つ

ミ

イ

タ
ラ

 

、
四
つ

 
 

チ

タ
ラ

 

、
五
つ

イ
チ
チ

タ
ラ

 

、
六
つ

ム
ー
チ

タ
ラ

 

、
七
つ

 
 

チ

タ 
ラ

 
、
八
つ

ヤ

ー

タ
ラ

 

、
九
つ

ク
ヌ
ケ

タ
ラ
、
十と

う

ん
タ
ラ

 

、
稲
当

い
に
や
と

ナ
ブ
ル
カ 

チ

 

、
ウ
キ

 

衆
 

が
、
三
升

 

や
牛

 

買

 

う
た
さ
。
ウ
ッ
フ
ル
バ
イ
ニ

 

 

カ
ッ
ツ
ル
バ
イ
ニ

 

預あ
じ

き
て
ぃ
、
三
升
や
牛
買
う
た
さ
。 

      

な
い
、
そ
の
縄
を
三
本
組
み
に
よ
り
合
せ
て
太
い
綱
を
作
り
そ
れ 

を
丈
夫
な
木
の
枝
に
か
け
て
、
子
供
た
ち
が
交
代
で
乗
り
、
遠
く 

へ
、
そ
し
て
高
く
ゆ
す
り
上
げ
て
、
高
く
高
く
前
後
に
ゆ
れ
動
か 

し
て
ス
リ
ル
を
楽
し
ん
だ
。 

 

暑
い
夏
の
盛
り
を
、
木
の
間
を
吹
い
て
く
る
涼
風
と
新
し
い
わ 

ら
の
香
り
は
、
遠
い
幼
い
日
の
懐
か
し
い
思
い
出
で
あ
ろ
う
。 

 

(１４) 

イ
ー
チ
ャ
ブ
（
図
34
） 

 

枝
に
二
つ
の
綱
を
か
け
そ
の
間
に
板
を
か
け
た
ブ
ラ
ン
コ
で
、 

二
人
で
両
方
の
綱
を
つ
か
ま
え
両
端
に
乗
っ
て
、
前
後
左
右
に
ゆ 

す
っ
て
遊
ん
だ
。 

 

(１５) 

ヤ
グ
ラ 

 

八
月
ご
ろ
に
な
っ
て
家
の
中
が
む
し
暑
く
な
る
と
、
子
供
た
ち 

は
よ
く
葉
の
お
い
茂
っ
た
木
蔭
を
見
つ
け
て
、
そ
こ
に
木
片
や
板 

を
集
め
縄
で
結
わ
え
て
、
わ
ら
莚
を
敷
き
部
屋
ら
し
く
作
っ
た
。 

高
い
所
で
得
意
に
な
り
な
が
ら
、
友
達
同
士
涼
し
い
青
葉
の
か
げ 

で
宿
題
を
し
た
。 

 

(１６) 

ア
ジ
ト
ゥ
イ
（
綾あ

や

と
り
） 

 

一
本
の
糸
を
輪
に
し
た
も
の
を
両
手
の
指
十
本
で
巧
み
に
あ
や 

つ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
造
形
の
微
妙
さ
、
糸
の
お
り
な
す
芸
術
と 

で
も
い
う
の
だ
ろ
う
か
。 
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◎ 

綾
の
種
類( 

)

は
出
来
上
が
り
の
写
真
番
号 

 

朝
日(

35) 

か
え
る(

36) 

は
し
ご(

37) 

か
ぶ
と(

38) 

ほ  

う
き
（
39
）
一
軒
屋
（
40
） 

手
品(

41
） 

 

(１７) 

ア
ン
ク
タ
ミ
（
ま
ま
ご
と
遊
び
） 

 

玩
具
の
な
か
っ
た
明
治
時
代
、
大
正
初
期
の
こ
ろ
の
幼
児
は
自 

然
の
物
で
ま
ま
ご
と
遊
び
を
し
た
。
お
膳
に
は
芭
蕉
の
葉
、
食
器

に
は
浜
で
拾
い
集
め
た
、
色
と
り
ど
り
、
形
さ
ま
ざ
ま
の
美
し
い

貝
殻
、
芭
蕉
の
花
、
ふ
く
ぎ
の
葉
、
ご
は
ん
は
白
砂
お
か
ず
は
野

草
の
花
や
葉
を
用
い
た
。
浜
に
打
上
げ
ら
れ
た
尐
し
大
型
の
巻
貝

や
、
泤
を
こ
ね
て
作
っ
た
人
形
を
お
客
様
に
見
立
て
て
、
作
っ
た

ご
ち
そ
う
を
あ
げ
、
ま
ま
ご
と
遊
び
を
楽
し
ん
だ
。 

 

(１８) 

ク
ワ
ッ
ク
ワ
（
人
形
） 

 

女
の
子
が
布
き
れ
を
集
め
て
頭
、
胴
体
を
作
り
、
墨
で
顔
を
描 

い
て
、
着
物
の
残
り
布
で
着
物
を
作
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
着
せ 

た
り
、
布
団
に
見
立
て
た
中
に
寝
か
せ
た
り
、
取
り
替
え
ご
っ
こ 

を
し
た
り
し
て
遊
ん
だ
。 

 

(１９) 

ェ
ー
ザ
ト
ゥ
イ
（
と
ん
ぼ
と
り
） 

 

人
指
し
指
を
く
る
く
る
回
し
な
が
ら
、
止
ま
っ
て
い
る
と
ん
ぼ 

の
目
を
く
ら
ま
し
、
と
ん
ぼ
に
近
づ
い
て
捕
ま
え
る
。 

 

                          

(２０) 

チ
ナ
ウ
ド
イ
ク
（
縄
と
び
） 

 
 

① 

一
人
と
び 

 
 

②
集
団
と
び
の
と
き
、
縄
に
足
を
ひ
っ
か
け
た
人
が
、
縄
の 

 
 
 

回
し
手
に
な
る
。 

 
 

③ 

一
人
と
び
し
な
が
ら
、
集
団
と
び
の
中
を
、
と
ん
で
ゆ 

 
 
 

く
方
法
な
ど
も
あ
っ
た
。 

 
 

④ 

縄
と
び
で
か
け
っ
こ
。 

 

(２１) 

ウ
デ
イ
ジ
マ
（
腕
相
撲
） 

 

両
方
互
い
に
向
か
い
合
っ
て
、
両
方
と
も
右
腕
の
ひ
じ
を
畳
に 

つ
け
、
右
手
を
握
り
合
い
合
図
を
待
っ
て
力
一
杯
相
手
の
腕
を
畳 

に
ね
じ
ふ
せ
た
方
が
勝
ち
に
な
る
。 

 

(２２) 

イ
ラ
ブ
ジ
マ
（
永
良
部
相
撲
） 

 

二
人
そ
ん
き
よ
し
て
、
互
い
に
ま
わ
し
を
取
り
合
っ
て
か
ら
立 

ち
上
が
り
、
相
手
を
倒
し
て
そ
の
背
中
を
地
面
に
つ
け
た
者
が
勝 

ち
に
な
る
。 

 

(２３) 

マ
ァ
ー
マ
ァ
ー
カ
イ
カ
イ
（
馬
乗
り
遊
び
） 

 

夜
の
一
家
団
ら
ん
の
と
き
、
父
親
が
四
つ
ん
ば
い
に
な
り
、
幼 

児
を
一
人
や
二
人
乗
せ
る
。
子
供
た
ち
は
大
喜
び
で
、「
マ
ァ
ー 

マ
ァ
ー
カ
イ
カ
イ
」
と
、
唱
え
て
、
体
を
ゆ
す
ぶ
っ
て
、
と
び
あ 

が
り
な
が
ら
、
手
で
馬
の
し
り
を
た
た
い
て
部
屋
中
乗
り
ま
わ
し 
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て
親
子
で
楽
し
む
遊
び
。 

 
(２４) 

ス
ズ
リ
ド
ー
ア
シ
ビ
（
す
べ
り
遊
び
） 

 

稲
を
刈
り
取
っ
た
後
、
た
ん
ぼ
の
土
手
で
、
夕
焼
け
の
光
を
浴 

び
な
が
ら
、
子
供
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
す
べ
っ
て
遊
ん
だ
。 

 

(２５) 

ウ
ト
ゥ
シ
ム
ン
ト
メ
（
落
と
し
物
）
呪
法

じ
ゅ
ほ
う 

 

柏
常
秋 

著
「
沖
永
良
部
島
民
俗
誌
」
に
よ
る 

 
 

落
し
物
呪
法 

 
 

金
銭
そ
の
他
重
要
品
を
紛
失
し
、
さ
が
し
て
も
見
あ
た
ら
な 

 

い
時
は
、
児
童
間
で
は
必
ず
チ
ジ
ュ
タ
ン
と
称
す
る
咒
法
が
行 

 

な
わ
れ
た
。
即
ち
左
の
掌
に
唾
を
吐
き
、
こ
れ
を
右
手
の
人
指 

 

し
指
で
タ
ン
タ
ン
と
叩
き
な
が
ら
「
落
し
物
を
見
つ
け
さ
せ
て 

 

下
さ
い
。」
と
い
う
意
味
の
唱
え
言
を
述
べ
、
最
後
の
文
句
に 

 

至
っ
て
、
強
く
叩
い
た
時
に
跳
ね
と
ん
だ
し
ず
く
の
方
角
に
落 

 

し
物
が
あ
る
も
の
と
信
じ
て
、
特
に
そ
の
場
所
を
さ
が
す
の
で 

 

あ
っ
た
。
チ
ジ
ュ
ー
と
い
う
の
は
唾つ

ば

の
こ
と
。 

 
 

こ
の
風
習
は
、
か
つ
て
は
鹿
児
島
県
の
あ
る
地
域
に
も
あ
っ 

 

て
、
た
だ
指
の
代
り
に
拳
を
用
い
る
だ
け
の
違
い
で
あ
っ
た
よ 

 

う
で
あ
る
。 

         
 

こ
れ
は
、
お
互
い
に
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
の
作
業
な
の 

で
大
変
楽
し
か
っ
た
。 

 
 

一
わ
た
り
作
業
が
終
わ
る
と
、
三
味
線
が
鳴
り
だ
す
。
歌
が 

と
び
だ
す
。
テ
ン
ポ
の
早
い
歌
に
な
る
と
踊
り
も
と
び
だ
し
そ 

 

の
輪
が
広
が
る
。
こ
れ
で
す
っ
か
り
昼
間
の
疲
れ
も
と
れ
て
、 

後
は
し
ん
み
り
し
た
イ
チ
カ
節
（
池
当
節
）
で
し
め
く
く
り
に 

 

な
る
。
イ
チ
カ
節
の
最
後
に
は
必
ず
「
さ
ら
ば
立
ち
別
り
、 

明
日

あ
ち
や

の
夜
い
も
り
、
明
日
の
夜
い
も
り
、
誠
語
ら
」
と
、
み
ん 

な
で
歌
っ
て
名
残
り
を
惜
し
み
、
明
晩
の
楽
し
い
集
い
を
そ
れ 

と
は
な
し
に
約
束
し
て
、
三
々
五
々
連
れ
立
っ
て
帰
っ
た
も
の 

で
あ
る
。 

4 

若
者
た
ち
の
集
い
の
中
で
、
時
に
は
ユ
ン
グ
レ
（
い
っ
し
ょ 

の
食
事
）
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。 

 
 

米
、
鶏
、
野
菜
等
を
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
寄
り
、
メ
ー
ラ
ビ
た
ち 

 

が
腕
を
ふ
る
っ
て
、
鶏
入
り
の
お
い
し
い
雑
炊
が
で
き
る
。
み 

 

ん
な
で
大
な
べ
を
か
こ
み
、
頭
を
よ
せ
あ
っ
て
、
熱
い
の
を
ふ 

 

き
ふ
き
、
夕
飯
も
と
ら
ず
に
す
か
し
て
き
た
お
な
か
一
杯
食
べ 

る
。
思
う
存
分
食
べ
た
後
は
顔
を
ふ
き
ふ
き
、
ク
ワ
ッ
チ
シ
ャ 

ー
ブ
タ
ン
（
ご
ち
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。）
と
い
か
に
も
満
足
げ 

だ
っ
た
。 

五 

若
者
時
代 

 

1 

母
（
明
治
九
年
生
）
か
ら
聞
い
た
話 

 
 

自
分
た
ち
が
若
い
こ
ろ
は
、
畑
か
ら
帰
っ
て
夕
食
を
す
ま
す 

 

と
、
若
い
娘
た
ち
が
一
つ
の
家
に
数
人
集
ま
っ
て
、
す
ぐ
ミ
ー 

 

ヌ
チ
ン
ヂ
（
木
綿
糸
つ
む
ぎ
）
や
、
ヲ
ゥ
ウ
ミ
（
芭
蕉
糸
つ
む 

 

ぎ
）
を
し
た
。
め
い
め
い
の
物
を
つ
む
ぐ
こ
と
も
あ
れ
ば
、
ユ 

 

イ
タ
バ
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。 

2 

明
治
二
十
四
年
生
ま
れ
の
老
婦
人
の
話 

 
 

私
た
ち
の
若
い
こ
ろ
は
、
ミ
ー
ヌ
ハ
シ
（
木
綿
か
せ
）
が
ヤ 

 

マ
ト
（
本
土
）
か
ら
来
る
よ
う
に
な
り
、
昔
の
よ
う
に
ヲ
ゥ
ー 

 

ナ
ビ
（
夜
な
べ
）
は
し
な
か
っ
た
。
歌
す
き
な
メ
ー
ラ
ビ
（
娘
） 

 

は
夕
食
を
す
ま
せ
た
後
で
、
ニ
ー
セ
（
若
者
）
の
弾
く
サ
ン
シ 

 

ル
（
三
味
線
）
に
合
わ
せ
て
歌
っ
て
遊
ん
だ
も
の
で
あ
る
。 

3 

国
頭
字
の
老
婦
人
か
ら
聞
い
た
話 

 
 

国
頭
で
は
、
晩
は
若
い
男
女
が
集
ま
っ
て
ヲ
ゥ
ー
ナ
ビ
（
夜 

 

な
べ
）
を
し
た
。
ニ
ー
セ
は
縄
な
い
、
草
履
作
り
な
ど
を
し
、 

 

メ
ー
ラ
ビ
は
ナ
ビ
ト
ゥ
イ
（
な
べ
つ
か
み
）
ハ
シ
（
お
け
ざ
） 

 

ナ
ビ
シ
チ
（
な
べ
お
き
）
な
ど
を
わ
ら
で
作
っ
た
。 

       
 

こ
れ
ら
は
若
者
だ
け
の
特
権
み
た
い
な
も
の
で
、
親
た
ち
の 

 

若
い
こ
ろ
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
だ
っ
た
と
親
た
ち
も
認
め
て
い 

 

た
。
そ
の
他
、
字
の
共
同
作
業
、
年
中
行
事
の
中
心
に
な
る
の 

 

は
、
い
ま
も
昔
も
若
者
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
は
な
か
っ
た
。 

5 

ニ
ー
セ
、
メ
ー
ラ
ビ
の
遊
び
、
共
同
作
業
は
お
互
い
を
理
解 

 

し
合
う
好
機
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
の
結
婚
は
、
ウ
ヤ
ソ
ウ 

 

ジ
（
親
同
志
の
相
談
）
で
き
め
ら
れ
た
。
そ
れ
で
従
兄
妹
の
結 

 

婚
が
多
か
っ
た
。
資
産
家
な
ど
で
は
、
負
産
を
他
人
に
や
る
の 

 

は
惜
し
い
と
い
っ
て
近
親
結
婚
が
多
か
っ
た
。 

 
 

そ
ん
な
関
係
で
自
分
は
こ
の
人
だ
と
思
っ
て
い
て
も
、
自
由 

 

に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
自
分
の
理
想
と
す
る
相
手
と 

 

親
の
理
解
を
得
て
結
ば
れ
た
好
例
も
あ
っ
た
。 

 
 

こ
の
遊
び
の
ほ
か
に
、
牛
馬
の
飼
料
と
し
て
、
草
刈
り
が
大 

 

事
な
仕
事
の
一
つ
で
、
そ
れ
に
は
男
女
連
れ
だ
っ
て
行
っ
た
も 

 

の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ニ
ー
セ
、
メ
ー
ラ
ビ
の
お
互
い
を
理
解
し 

 

合
う
機
会
を
作
る
場
で
も
あ
っ
た
。 

 
 

「
沖
縄
県
史
」
の
民
俗
編
で
は
、
婚
前
交
遊
風
習
に
つ
い
て
、 

 

「
モ
ウ
ア
シ
ビ
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

モ
ウ
ア
シ
ビ 

モ
ウ
ア
シ
ビ
と
い
う
若
い
男
女
の
夜
遊
び
は
、
明
治
・
大
正 
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の
時
代
を
通
し
て
盛
ん
で
あ
っ
た
。
モ
ウ
と
い
う
の
は
芝
の
生 

え
た
広
場
を
意
味
す
る
方
言
で
、
た
い
て
い
村
里
を
離
れ
た
と 

こ
ろ
が
選
ば
れ
た
。
ド
ン
チ
ャ
ン
騒
ぎ
を
し
て
も
村
人
の
安
眠 

妨
害
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
若
人
た
ち
の
配
慮
か
ら
で 

あ
っ
た
。 

 

モ
ウ
ア
シ
ビ
と
い
う
の
は
、
結
婚
の
相
手
を
選
ぶ
機
会
が
あ 

た
え
ら
れ
る
男
女
の
交
際
で
も
あ
っ
た
の
で
、
適
齢
期
の
若
者 

た
ち
は
年
頃
に
な
る
と
、
み
な
そ
れ
に
参
加
し
た
。
そ
れ
に
参 

加
し
な
い
の
は
何
か
欠
陥
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、 

考
え
ら
れ
が
ち
だ
っ
た
の
で
、
若
者
の
親
た
ち
も
自
分
の
息
子 

や
娘
が
モ
ウ
ア
シ
ビ
に
行
か
な
い
と
、
か
え
っ
て
心
配
し
た
と 

い
う
。 

 

モ
ウ
ア
シ
ビ
は
月
の
晩
に
よ
く
見
ら
れ
る
。
夕
食
を
す
ま
し 

後
片
づ
け
を
お
わ
っ
た
ミ
ヤ
ラ
ビ
（
若
い
娘
）
や
ニ
セ
（
青
年
） 

た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
親
し
い
ド
ウ
シ
を
さ
そ
い
あ
っ
て
、
遊
び 

の
場
所
に
連
れ
立
っ
て
行
っ
た
。
ニ
セ
の
中
に
は
三
味
線
を 

ひ
っ
さ
げ
て
行
く
の
も
い
た
。 

 

遊
び
は
九
時
・
十
時
頃
か
ら
は
じ
ま
っ
て
夜
中
に
及
ん
だ
。 

男
女
入
り
交
っ
て
円
陣
を
作
っ
て
坐
り
、
三
味
線
に
あ
わ
せ
て 

歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
た
。
一
人
ず
つ
順
次
に
踊
ら
せ
た
り
、 

      

ま
り
、
ウ
ー
（
苧
）
つ
な
ぎ
な
ど
を
し
な
が
ら
雑
談
を
し
た
。 

そ
れ
が
す
ん
だ
ら
外
の
ト
ウ
ン
ガ
ラ
ヤ
ー
の
娘
た
ち
と
共
に
広 

場
に
出
て
、
女
だ
け
の
ク
イ
チ
ャ
ー
踊
り
を
踊
っ
た
。 

 
 

池
間
で
は
十
時
頃
ま
で
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
て
か
ら
、
め 

い
め
い
の
ト
ウ
ン
ガ
ラ
ヤ
ー
に
帰
っ
て
寝
た
。
ト
ウ
ン
ガ
ラ 

ヤ
ー
で
も
夜
な
べ
を
や
り
、
そ
れ
が
す
む
と
広
場
で
ク
イ 

チ
ャ
ー
を
踊
っ
た
が
、
沖
縄
本
島
に
あ
る
よ
う
な
モ
ウ
ア
シ
ビ 

は
や
ら
な
か
っ
た
。 

 

女
の
貞
操
観
念
は
、
ひ
じ
ょ
う
に
強
い
シ
マ
で
あ
る
。
娘
た 

ち
に
ト
ウ
ン
ガ
ラ
ヤ
ー
を
さ
せ
て
い
る
親
た
ち
は
、
毎
晩
娘
た 

ち
の
部
屋
へ
顔
を
出
し
て
世
間
話
を
し
た
が
、
そ
れ
が
一
種
の 

教
育
的
な
役
割
を
果
し
て
い
た
と
い
う
。 

 

久
高
島
・
糸
満
・
慶
良
間
の
座
間
味
な
ど
の
地
域
で
は
、
モ 

ウ
ア
シ
ビ
風
習
が
な
く
、
結
婚
前
の
男
女
の
交
遊
が
罪
悪
視
さ 

れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
結
婚
相
手
の
選
択
は
親
だ
け
で
決
め 

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

  

以
上
、「
沖
縄
県
史
」
の
民
俗
編
の
資
料
を
か
か
げ
た
が
、
同 

時
代
の
沖
永
良
部
も
似
か
よ
っ
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
が
察
知
で
き 

よ
う
。 

男
女
打
ち
組
で
踊
っ
た
り
し
た
。
モ
ウ
ア
シ
ビ
で
歌
わ
れ
る
歌
、 

踊
ら
れ
る
踊
り
は
、
い
ず
れ
も
テ
ン
ポ
の
早
い
も
の
ば
か
り
で
、 

そ
れ
を
モ
ウ
ア
シ
ビ
歌
と
も
い
っ
た
。 

 

い
く
つ
も
の
歌
を
連
続
的
に
歌
い
ま
く
る
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
と 

い
う
も
の
が
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
、
こ
れ
は
モ
ウ
ア
シ
ビ
か
ら 

発
生
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

歌
い
つ
か
れ
踊
り
つ
か
れ
て
若
者
た
ち
の
散
会
す
る
の
は
月 

が
中
天
を
す
ぎ
て
か
ら
後
で
あ
る
。
モ
ウ
ア
シ
ビ
が
散
会
す
る 

時
に
は
次
の
歌
が
た
い
て
い
歌
わ
れ
た
。 

 

夜
中
天
川
や 

島
横
に
な
と
ん 

 

今
日
や
立
別
り 

明
日

あ
ち
や

ん
遊
ば 

 

モ
ウ
ア
シ
ビ
が
散
会
に
な
る
と
、
三
々
五
々
に
帰
路
に
つ
く 

の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
幾
組
か
は
想
思
の
仲
と
な
っ
て
、 

手
を
た
ず
さ
え
て
姿
を
消
し
て
ゆ
く
の
で
あ
っ
た
。 

○
ト
ウ
ン
ガ
ラ
ヤ
ー 

 

宮
古
島
の
狩
俣
部
落
と
池
間
島
に
は
、
ト
ウ
ン
ガ
ラ
ヤ
ー
と 

い
う
の
が
戦
後
ま
で
残
っ
て
い
た
。
若
者
た
ち
の
ト
ウ
ン
ガ
ラ 

ヤ
ー
と
あ
っ
た
の
で
、
若
者
宿
、
娘
宿
で
あ
る
わ
け
だ
。
こ
の 

二
つ
の
宿
は
狩
俣
ム
ラ
と
池
間
島
に
し
か
発
達
し
な
か
っ
た
。 

女
の
ト
ウ
ン
ガ
ラ
ヤ
ー
で
は
、
娘
た
ち
が
夕
食
後
、
こ
こ
に
集 
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